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笛吹市文化祭のお知らせ

高齢者の皆さんへ��インフルエンザ予防接種について

笛吹市探訪

環境ニュース

図書館インフォメーション



　み
ん
な
で
「
や
ま
な
し
ヌ
ー
ボ
ー
」

解
禁
の
瞬
間
を
祝
お
う
!

　
甲
州
ぶ
ど
う
・
マ
ス
カ
ッ
ト
ベ
リ
ー

A
で
作
ら
れ
た
新
酒
ワ
イ
ン
「
や
ま
な

し
ヌ
ー
ボ
ー
」
の
解
禁
に
合
わ
せ
て
、

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催

し
ま
す
。
市
産
の
ヌ
ー
ボ
ー
が
振
る
舞

わ
れ
、
県
の
特
産
品
、
郷
土
料
理
（
有

料
）
も
味
わ
え
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
当
日
は
ワ
イ
ン
足
湯
も
お

楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
、
ぜ
ひ

ヌ
ー
ボ
ー
の
新
鮮
さ
と
、
お
い
し
さ
を

ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

11
月
2
日
（
水
）
午
後
10
時
か
ら
3
日

（
木
）
午
前
1
時
に
か
け
て

（
午
前
0
時
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
）

▼
場
所
　
石
和
源
泉
足
湯
ひ
ろ
ば

▼
入
場
料
�

無
料

■
問
合
せ
先
　
石
和
温
泉
観
光
協
会

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
3
6
4
5

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ

カ
ー
お
よ
そ
1
0
0
台
が
笛
吹
市
の
秋

の
街
道
を
駆
け
抜
け
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
日
本
で
初
め
て
の
１
０
０

０
マ
イ
ル
（
１
６
０
９
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

に
及
ぶ
一
般
道
を
舞
台
と
す
る
ク
ラ
シ

ッ
ク
カ
ー
大
会
で
す
。
今
大
会
は
、
東

京
原
宿
明
治
神
宮
を
出
発
し
、
長
野
県

軽
井
沢
、
笛
吹
市
、
神
奈
川
県
箱
根
を

経
由
し
、
再
び
明
治
神
宮
に
戻
っ
て
く

る
行
程
で
す
。
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（
ラ
・
フ
ェ
ス
タ
・
ミ
ッ
レ
ミ

リ
ア
）
と
い
う
名
前
で
親
し
ま
れ
、
15

回
目
を
迎
え
る
今
回
か
ら
、L

a
�

F
e

s
ta

�

A
u

tu
n

n
o

�
2

0
1

1

（
ラ
・
フ
ェ
ス
タ
・

ア
ウ
ト
ゥ
ン
ノ
）
と
し
て
新
た
に
生
ま

れ
変
わ
り
ま
し
た
。

▼
日
時
　
10
月
8
日
（
土
）
午
前
８
時
〜

12
日
（
水
）
正
午

※
笛
吹
市
に
は
、

10
日
（
月
）
午
前

10
時
40
分
〜
11

時
40
分
に
通
過

す
る
予
定
で
す
。

▼
市
内
行
程

白
井
河
原
橋
北
詰
信
号
〜
鵜
飼
橋
北

詰
信
号
〜
遠
妙
寺
信
号
〜
石
和
温
泉

駅
入
口
信
号
〜
石
和
温
泉
駅
南
口
信

号
右
折
〜
石
和
温
泉
郷
東
入
口
〜
鵜

飼
橋
北
詰
信
号
〜
栗
合
信
号
〜
芦
川

方
面

※
詳
細
は
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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■
問
合
せ
先

�L
a

�
F

e
s
ta

�

事
務
局

　
☎
0
3
（
5
7
0
7
）
7
0
4
1

　
市
体
育
協
会
で
は
、
駅
伝
競
技
を
通

じ
地
域
住
民
の
健
康
と
体
力
づ
く
り
及

び
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
駅
伝

大
会
を
開
催
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
11
月
13
日
（
日
）

　
開
会
式
　
　
午
前
9
時

　
ス
タ
ー
ト
　
午
前
9
時
30
分

▼
場
所

○
開
会
式
　
市
役
所
前

○
コ
ー
ス
　
市
内
一
周
（
第
1
区
〜
7

区
総
走
行
距
離
35
・
6
㎞
）

▼
参
加
資
格

○
1
チ
ー
ム
�

監
督
1
名
・
選
手
7
名
・

補
欠
3
名
　
計
11
名
以
内

○
先
着
20
チ
ー
ム
以
内

○
中
学
生
以
上
の
構
成

▼
参
加
料
　
1
チ
ー
ム
3
0
0
0
円

▼
申
込
期
日

　
10
月
28
日
（
金
）
ま
で
に
ス
コ
レ
ー

セ
ン
タ
ー
事
務
室
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
代
表
者
会
議

11
月
4
日
（
金
）
午
後
7
時
30
分

石
和
図
書
館
視
聴
覚
ホ
ー
ル

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
市
体
育
協
会
事
務
局

�
（
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9

　
市
夏
ま
つ
り
も
、
盛
大
の
う
ち
に
幕

を
閉
じ
、
い
よ
い
よ
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ

ン
の
到
来
と
と
も
に
季
節
感
あ
ふ
れ
る

イ
ベ
ン
ト
が
始
ま
り
ま
す
。

　
市
の
文
化
財
を
巡
り
、
深
ま
る
秋
の

景
色
を
堪
能
し
た
り
、
ヌ
ー
ボ
ー
な
ど

秋
の
収
穫
を
味
わ
っ
た
り
な
ど
、
様
々

な
趣
向
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　
皆
さ
ん
、
お
出
か
け
し
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。

　
か
つ
て
甲
斐
の
国
府
が
置
か
れ
て
い

た
と
言
わ
れ
る
地
の
由
緒
あ
る
古
寺
を

巡
り
な
が
ら
、
地
元
の
方
々
の
努
力
で

咲
く
「
春
日
居
の
菊
」
を
鑑
賞
し
、
一

味
違
っ
た
秋
の
笛
吹
市
を
堪
能
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
日
時
　
11
月
2
日
（
水
）
〜
9
日
（
水
）

　
受
付
　
午
前
9
時
30
分
〜

　
　
　
　
午
後
0
時
30
分

※
事
前
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
午
後
4
時
ま
で
に
ゴ
ー
ル
し
て
く
だ

さ
い
。

※
な
お
「
菊
の
散
歩
路
」
は
、
笛
吹
市

春
日
居
町
「
春
日
居
中
輪
菊
愛
好
会
」

の
方
々
が
栽
培
し
て
い
る
菊
を
観
賞

し
な
が
ら
町
内
を
巡
る
コ
ー
ス
で
す
。

会
員
の
方
が
丹
精
込
め
て
栽
培
し
て

い
る
菊
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
見
学

時
間
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
3
時
ま

で
で
す
。

▼
受
付
場
所

　
石
和
温
泉
駅
前
観
光
案
内
所

▼
内
容

○
歩
行
時
間
�

約
2
時
間
45
分

○
歩
行
距
離
�

10
・
8
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

○
コ
ー
ス

石
和
温
泉
駅

　
　
←
　
徒
歩

ス
タ
ー
ト
�

石
和
温
泉
駅
前
案
内
所

　
　
←
　
徒
歩

大
蔵
経
寺

　
　
←
　
徒
歩

山
梨
岡
神
社

　
　
←
　
徒
歩

保
雲
寺

　
　
←
　
徒
歩

菊
の
散
歩
路

　
　
←
　
徒
歩

春
日
居
足
湯
施
設

　
　
←
　
徒
歩

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

か
す
が
い
農
産
物
直
売
所

　
　
←
　
徒
歩

石
和
温
泉
郷

　
　
←
　
徒
歩

八
田
家
書
院

　
　
←
　
徒
歩

ゴ
ー
ル
�

石
和
温
泉
駅
前
案
内
所

　
　
←
　
徒
歩

石
和
温
泉
駅

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ
先

　
石
和
温
泉
駅
前
案
内
所

　
☎
0
5
5
（
2
3
1
）
5
5
0
0

八田家書院

菊の散歩路



日　程 催�し�物 時���　間 場　　所 部門など

日　程 催�し�物 時間（予定） 場　　所 部門など

日　程 催�し�物 時���　間 場　　所 部門など

10月28日（金）

～

10月30日（日）

10月30日（日）

11月3日(木)

作品展示

ダンスパーティー

囲碁大会

芸能フェスティ
バル

午前9時～午後6時
（30日は午後3時まで）

午後6時30分～9時

午前9時３0分～午後4時

午前10時３0分～午後4時

午後1時～4時30分

スコレーセンター
1階　集会室
　　��ロビー

スコレーセンター
2階　アートギャラリー

スコレーセンター
1階　集会室

スコレーセンター１階�会議室

スコレーセンター1階�ロビー

スコレーセンター
1階　集会室

俳句・川柳・絵画・短歌・華道・陶芸
・郷土研究・盆栽・彫金・きり絵・レ
ザークラフト・一般応募作品など

盆栽・絵画・ちぎり絵・古文書・書
道・写真・押し花・郷土研究・短歌・
俳句・陶芸・華道・アメリカンフラ
ワーなど

文化協会表彰・芸能発表開会式（コ
ーラス･詩吟・筝曲・舞踊・郷土史・
朗読・保育園太鼓部・中学校ブラ
スバンド）

参加資格：町内居住者（小・中学生
を含む）、勤務者

参加資格：町内居住者（一般･学生
を含む）、勤労者

絵画・華道・郷土史・写真・書道・菊花・
川柳・短歌・俳句・福寿会・保育園部会

コーラス・邦楽・マンドリン・三味線
・舞踊・詩舞吟詠・朗読・社交ダンス

書道・写真・日本刀保存研究

スコレーダンス　一般参加者
※申込不要・参加無料

囲碁・一般参加

お茶会 茶道

作品部門では10月７日(金)まで作品を募集しています。
▼応募資格　石和町に在住（勤務）している方
■応募・窓口　スコレーセンター文化祭担当　　☎�055（263）7959
■問合せ先　石和町文化協会　会長　島村鉄二　☎�055（262）6526

11月5日（土）

10月29日(土)

１0月29日（土）

～

10月30日（日）

10月30日（日）

11月5日(土)

ダンスパーティー

お茶会

作品展示

親善囲碁大会

芸能発表会

午後7時から

午前9時～午後4時

午前9時～午後5時
（30日は午後3時まで）

午前9時から

午前9時から

農村環境改善センター
ホール

農村環境改善センター
和室

農村環境改善センター
ホール

農村環境改善センター
和室

農村環境改善センター
ホール

茶道

囲碁

コーラス・舞踊・吟詠・朗読

社交ダンス

文化協会に加入されていない方でも出品できます。出品ご希望の方は、10月13日(木)までに御坂支所にお問い合わせください。
■問合せ先　御坂支所　地域課　文化祭担当　☎�055（262）2271

11月3日（木）

囲碁

将棋

お茶会

開会式典
芸能発表

作品展示

午前9時30分～午後3時

午前9時から

午前9時～午後4時

午前9時受付
午前9時30分から

午前9時～午後4時

いちのみや桃の里ふれあい
文化館　多目的ホール

いちのみや桃の里ふれあい
文化館ロビーほか

いちのみや桃の里スポーツ
公園　体育館

いちのみや桃の里ふれあい
文化館　和室

いちのみや桃の里ふれあい
文化館　会議室

いちのみや桃の里ふれあい
文化館　和室

■問合せ先　一宮支所　地域課　文化祭担当　☎�0553（47）1111

水石

茶道部　※一般参加自由

日　程 催�し�物 時���　間 場　　所 部門など

日　程 催�し�物 時���　間 場　　所 部門など

日　程 催�し�物 時���　間 場　　所 部門など

日　程 催�し�物 時���　間 場　　所 部門など

作品発表及び芸能発表希望者は、10月31日(月)までに下記までご連絡ください。
■応募先　八代町文化協会会長　横瀬公夫　☎�055（265）2884
■問合せ先　八代総合会館　文化祭担当　　☎�055（265）4011

俳句、川柳、書道、美術、写真、短歌、
華道、陶芸、パッチワーク、ちぎり絵、
レザークラフト、フラワーデザイン、
絵手紙、小・中・保育園作品

俳句・川柳・絵画・書道・写真・盆栽
・茶道・囲碁・陶芸・手芸・押花・き
り絵・煎茶・絵手紙・かな習字・囲
碁(大会)・その他団体

詩吟、舞踊、コーラス、大正琴、歌謡、
ダンス

文化功労者・文化協会表彰・文化
祭優秀作品表彰

写真・短歌・俳句・川柳・ちぎり絵・
絵手紙・盆栽・山野草・華道・絵画

詩吟･舞踊･民謡･民踊・吟剣詩舞道･コ
ーラス･郷土芸能･箏曲・朗読

コーラス・マンドリン・三味線・箏曲・
邦楽・軽音楽など

写真・絵画・書道・短歌・俳句・川柳・
華道・手芸・陶芸・盆栽・郷土研究・
きり絵・和紙ちぎり絵・絵手紙・水
石・かな書道・押し花・アメリカン
フラワー

詩吟・邦楽・舞踊・大正琴・コーラ
ス・その他団体

一般町民・体協・保育園・小中学校
・消防団・朗和会

12月上旬

11月12日（土）
～

11月13日（日）

11月12日（土）

10月中

11月13日（日）

茶道

将棋

囲碁

盆栽展

軽音楽の夕べ

作品展示

合同発表

午前10時～午後4時

午後1時から

午後０時30分から

午前9時～午後5時

午後7時予定

午前9時～午後3時30分

午前9時～午後4時

八代総合会館

若彦路ふれあいセンター

碁会所

若彦路ふれあいセンター

八代総合会館

若彦路ふれあいセンター

八代総合会館

一般参加（自由）

一般参加・小・中学生（自由）

一般参加（自由）

軽音楽・八代小学校きんかんバンド

10月30日（日）

10月29日（土）
～

10月30日（日）

10月29日（土）

表彰式

芸能発表

体育大会

作品展示

午前11時

午後1時～午後3時30分

午前8時20分～午後3時

午前9時～午後5時
（30日は午後2時30分

まで）

境川スポーツセンター
体育館
境川総合会館

境川スポーツセンター
体育館

境川スポーツセンター
体育館

境川スポーツセンター
グラウンド

■問合せ先　境川総合会館　文化祭担当　☎�055（266）2014

10月29日（土）

10月29日（土）
～

10月30日（日）

開会セレモニー

舞台発表

囲碁大会

作品展

午前10時～午後４時

午前9時30分～午後5時
（30日は午後4時まで）

午前9時から

午前9時30分～
午後4時

春日居福祉会館2階
第3会議室

春日居あぐり情報ステー
ション

春日居あぐり情報ステー
ション�1階

春日居あぐり情報ステー
ション

囲碁・一般参加

■問合せ先　春日居支所　地域課　生涯学習コーディネーター　☎�0553（26）3111

11月20日（日）

11月19日（土）

11月19日（土）

11月20日（日）

11月19日（土）

吟剣詩舞道発表

音楽発表

茶会

茶会

将棋大会

舞踊発表

朗読発表

囲碁大会

作品展示

開祭式

午前10時～正午

午後1時～5時

午前10時～午後3時

午前9時30分～午後3時

午前10時～午後4時

午前9時30分～午後1時30分

午後1時30分～午後3時30分

午前10時～午後4時30分

午前9時～9時30分

午前10時～
午後4時30分

午前9時～午後3時

いちのみや桃の里ふれあい
文化館　多目的ホール

いちのみや桃の里ふれあい
文化館　和室

いちのみや桃の里スポーツ
公園　体育館

いちのみや桃の里ふれあい
文化館　多目的ホール

いちのみや桃の里ふれあい
文化館　和室
いちのみや桃の里ふれあい
文化館　会議室
いちのみや桃の里ふれあい
文化館　視聴覚室
いちのみや桃の里ふれあい
文化館　多目的ホール
いちのみや桃の里ふれあい
文化館　視聴覚室

吟詠・詩舞・剣舞

茶道

煎茶道

将棋�一般参加申込先�☎055（263）7959

舞踊

朗読

囲碁

■問合せ先　㈶ふえふき文化・スポーツ振興財団　文化祭担当　☎�055（263）7959



　
健
康
で
い
き
い
き
と
自
分
ら
し
く
充

実
し
た
人
生
を
過
ご
し
た
い
と
思
う
の

は
誰
し
も
の
願
い
で
す
。
市
民
が
、
す

こ
や
か
で
心
豊
か
に
生
活
で
き
る
地
域

と
す
る
た
め
に
は
、
病
気
の
早
期
発
見

や
治
療
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
生
活

習
慣
を
改
善
し
て
健
康
の
保
持
増
進
に

取
り
組
み
、
認
知
症
及
び
寝
た
き
り
に

な
ら
な
い
状
態
で
生
活
で
き
る
期
間
（
健

康
寿
命
）
の
延
伸
を
図
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
市
で
も
生
活
習
慣
病
（
※
）
と
よ
ば

れ
る
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
が
ん
、
歯
周

疾
患
な
ど
の
増
加
が
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
子
ど

も
、
働
き
ざ
か
り
・
高
齢
者
の
全
世
代

に
わ
た
る
疾
病
予
防
や
健
康
づ
く
り
等

の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
高
齢
者
・
現
役
世
代
を
含
め

た
環
境
変
化
と
分
析
の
視
点
に
よ
り
、

各
世
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
即
し
た

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
※
）
食
習
慣
、
運
動
習
慣
、
休
養
、

喫
煙
、
飲
酒
等
の
生
活
習
慣
が
、
そ

の
発
症
・
進
行
に
関
係
す
る
症
候
群

の
こ
と
。

笛吹市健康増進計画基本理念

～笛吹市健康増進計画策定のための住民アンケート調査より～

　
健
康
増
進
計
画
は
、
市
民
み
ん
な
が

豊
か
で
元
気
に
人
生
を
す
ご
せ
る
よ
う
、

市
民
を
主
体
と
し
、
地
域
の
特
性
に
合

っ
た
健
康
目
標
を
共
有
し
、
市
民
と
行

政
が
協
働
で
健
康
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
を
基
本
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
平
成
19
年
度
か
ら
平
成

28
年
度
ま
で
の
10
年
間
を
計
画
期
間
と

し
て
お
り
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

全
て
の
市
民
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
健
康
づ
く
り
の
取
り

組
み
を
実
現
す
る
た
め
、
地
域
で
の
活

動
を
積
極
的
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、

市
民
・
団
体
・
市
が
協
働
し
計
画
の
推

進
を
図
り
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
は
、
中
間
評
価
の
年
と

し
て
目
標
の
達
成
度
な
ど
に
つ
い
て
評

価
を
行
う
と
と
も
に
、
今
後
の
健
康
づ

く
り
の
進
展
、

社
会
情
勢
の

変
化
等
に
対

応
す
る
た
め

内
容
の
見
直

し
を
し
て
い

き
ま
す
。

　働きざかり世代の健康目標のひとつは、『こころにゆ
とりをもって生活する』です。平成23年１月に実施し
たこのアンケート調査では、30歳～64歳の『あなたは
日頃こころにゆとりがあると思いますか』の回答は次
のとおりです。

　働きざかりの世代では、仕事と家事、育児、介護な
ど１人にかかる役割が多く、身体的にも精神的にも負
担を感じています。自分の時間をもつ、家族・近所・
友人と状況に合わせて協力しあう、悩みを相談できる
場所または人を知るなど、忙しい中にあってもストレ
スをためず、心にゆとりを持てる生活ができるように
取り組みましょう。

「笛吹市版食事バランスガイド」健康で豊かな食生活の実現を目的に策定

「シルバー体操指導員初級養成講座」高齢者の
皆さんが活き活きと地域で生活をするために実施

講座「健康増進コース」
脂肪燃焼を促し、生活習慣病予防を目的として開設

■問合せ先　健康づくり課　☎�0 5 5（ 2 6 1 ）1 9 0 1

子どものめざす姿
子ども自身が自分の健康に
関心をもつとともに、子ど
もを安心して生み育てるこ
とができるように、育児環
境を整え、みんなでいっし
ょに育てましょう。

働きざかりのめざす姿
ストレスの多い現代におい
て、こころのゆとり、生活
のゆとりを持てることが大
事です。笑顔があふれ、充
実した毎日を送りましょう。

高齢者のめざす姿
健康で自分の生きがいや役
割があるなど、人生を悔い
なく楽しく送れるよう元気
でいましょう。

健康目標
子どものめざす姿を達成す
るために
Ⅰ　規則正しい生活ができ

る
Ⅱ　心身ともにすこやかな

成長発達を支援できる

健康目標
働きざかりのめざす姿を達
成するために
Ⅰ　生活習慣が体に与える

影響を知り自己管理で
きる

Ⅱ　こころにゆとりをもっ
て生活する

健康目標
高齢者のめざす姿を達成す
るために
Ⅰ　高齢者の体とこころの特

徴を知り自己管理できる
Ⅱ　自分らしい生活ができ

る（趣味や役割を持ち
社会参加する）

■ある　■まあまあある　■あまりない　■ほとんどない

11.20％6.80％

43.10％
37.70％

7.20％7.40％

45.40％
39.40％

8.70％7.10％

44.60％
38.80％

男性 女性 合計



　　
毎
年
冬
季
に
流
行
を
繰
り
返
し
、
健

康
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
感
染

症
で
す
。
突
然
の
高
熱
、
節
々
の
痛
み
、

全
身
の
だ
る
さ
な
ど
で
始
ま
り
、
普
通

の
か
ぜ
に
比
べ
て
症
状
が
重
く
、
気
管

支
炎
や
肺
炎
を
併
発
し
重
症
化
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
や
、
呼
吸
器
、

心
臓
な
ど
に
慢
性
の
病
気
を
持
つ
人
は

重
症
化
す
る
こ
と
が
多
く
、
死
亡
の
原

因
に
な
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
十
分
注
意
が
必
要
で
す
。

○
外
出
時
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
人
混

み
を
避
け
る
こ
と

○
家
に
帰
っ
た
ら
手
洗
い
、
う
が
い
を

す
る
こ
と
、
十
分
な
休
養
、
栄
養
を

と
る
こ
と

○
流
行
前
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
を
受
け
る
こ
と
等

　
こ
の
他
に
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
な
」

と
思
っ
た
ら
、
あ
ま
り
我
慢
し
な
い
で

早
め
に
診
察
を
受
け
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　
市
で
は
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
義
務

で
は
な
く
本
人
の
希
望
に
よ
り
行
う
も

の
で
す
。
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
医

師
と
相
談
し
て
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
流
行
す
る
前
の
12
月
上
旬
ま
で

に
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象

○
65
歳
以
上
の
市
民
（
接
種
日
現
在
）

　
市
か
ら
『
笛
吹
市
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
予
診
票
』
を
郵
送
し
ま
す
。

○
60
歳
以
上
65
歳
未
満
（
接
種
日
現
在
）

の
市
民
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方

・
心
臓
、
腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機

能
に
自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活
活
動

が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
が

い
を
有
す
る
方

・
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免

疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど

不
可
能
な
障
が
い
を
有
す
る
方

※
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
主
治
医
と

相
談
の
う
え
健
康
づ
く
り
課
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

▼
実
施
期
間
　
平
成
23
年
10
月
1
日
〜

平
成
24
年
1
月
31
日

※
こ
の
期
間
中
に
65
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
る
人
は
、
誕
生
日
の
前
日
か
ら
残

り
の
期
間
と
な
り
ま
す
。

▼
接
種
場
所

　
市
と
契
約
し
て
い
る
医
療
機
関

※
詳
し
く
は
「
笛
吹
市
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
予
診
票
」
に
同
封
す
る

一
覧
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
事
前
に
予
約
を
行
い
、
指
定
日

に
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
接
種
費
用
　
接
種
費
用
の
う
ち
２
０

０
０
円
を
市
が
助
成
（
1
人
1
回
限

り
）
し
ま
す
。
医
療
機
関
に
よ
っ
て

接
種
費
用
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
差

額
分
は
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

※
接
種
の
際
に
は
、
市
か
ら
届
い
た
予

診
票
を
医
療
機
関
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
全
額

自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
成
人
保
健
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

会長職務代理�
久保田直胤�氏

会長
赤岡勝廣�氏

　
任
期
満
了
に
伴
う
笛
吹
市
農
業
委
員

会
委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
37
人
（
定
数

38
人
）
の
新
委
員
が
決
定
し
、
9
月
1

日
の
初
総
会
に
お
い
て
会
長
に
は
赤
岡

勝

廣

氏

、

会

長

職

務

代

理

に

は

久

保

田

直

胤

氏

が

就

任

し

ま

し

た

。

任

期

は

平

成

26

年

8

月

31

日

ま

で

で

す
。

元気高齢者と二次予防事業の対象者の比較

笛吹市民の転びやすい場所

　　
高
齢
化
社
会

の
到
来
は
、
私

た
ち
の
生
活
の

様
々
な
面
で
影

響
を
及
ぼ
し
、

地
域
社
会
の
あ

り
方
を
大
き
く

変
え
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　
今
後
、
さ
ら
に
進
展
が
見
込
ま
れ
る

高
齢
化
に
向
け
て
、
元
気
な
高
齢
者
を

増
や
し
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
重
要
な

課
題
で
す
。

　
積
極
的
に
社
会
参
加
を
す
る
高
齢
者

は
、
今
や
地
域
を
支
え
る
重
要
な
存
在

と
な
っ
て
お
り
、
高
齢
者
が
介
護
を
受

け
ず
に
健
康
で
過
ご
せ
る
よ
う
、
高
齢

者
の
生
活
機
能
の
低
下
を
防
ぎ
、
生
活

機
能
の
維
持
、
向
上
を
図
る
こ
と
な
ど

様
々
な
取
り
組
み
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
本
年
2
月
か
ら
6
月
に
、
65
歳
以
上

で
介
護
認
定
の
な
い
方
、
1
万
４
５
１

８
人
を
対
象
（
6
月
15
日
現
在
、
1
万

１
７
４
５
人
が
回
答
）
に
生
活
機
能
調

査
「
元
気
度
チ
ェ
ッ
ク
笛
吹
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
で
は
、
運
動
や
外
出
す
る

頻
度
の
ほ
か
、
ど
の
く
ら
い
社
会
参
加

し
て
い
る
か
な
ど
に
つ
い
て
伺
い
ま
し

た
。
こ
の
調
査
結
果
を
公
表
す
る
中
で

健
康
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
ほ
か
、

高
齢
者
の
生
活
実
態
等
を
把
握
し
、
介

護
予
防
に
関
す
る
事
業
（
二
次
予
防
事

業
）
な
ど
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
で
、
元
気
高
齢
者
は
７

５
７
６
人
、
二
次
予
防
事
業
の
対
象
者

（
生
活
機
能
の
低
下
が
み
ら
れ
、
介
護

保
険
を
使
う
可
能
性
の
高
い
人
）
は
４

１
５
０
人
で
し
た
。
80
歳
以
上
の
人
の

場
合
二
人
に
一
人
が
、
二
次
予
防
事
業

の
対
象
者
に
な
り
ま
す
。
生
活
機
能
（
運

動
機
能
・
栄
養
・
口
腔
機
能
）
の
低
下

を
防
ぎ
介
護
保
険
を
使
わ
ず
に
い
つ
ま

で
も
元
気
で
生
活
で
き
る
よ
う
介
護
予

防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
回
答
か
ら
市
民
（
65
歳
以
上
）

の
転
び
や
す
い
場
所
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

　
転
ん
で
骨
折
す
る
と
、
自
分
の
事
が

自
分
で
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
介
護
保

険
利
用
に
つ
な
が
る
事
も
あ
り
ま
す
の

で
、
転
倒
し
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

　
今
後
も
、
こ
の
調
査
結
果
を
順
次
お

知
ら
せ
し
て
い
く
予
定
で
す
。

■
問
合
せ
先
　
高
齢
福
祉
課
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
2

宮
　
川
　
良
　
平

芦
川
町
鶯
宿

松

澤

隆

一

　
〃
　
�

桑
戸

古

屋

始

芳

　
〃
　
�

別
田

農
政
部
長

原

田

員

男

　
〃
　
�

鎮
目

飯

田

重

治

春
日
居
町
鎮
目

宮

澤

良

子

　
〃
　
寺
尾

春

田

正

元

　
〃
　
藤
垈

加

納

　

理

　
〃
　
大
坪

境
川
町
前
間
田

　
〃
　
南

農
地
副
部
長

　
〃
　
北

宮

澤

武

夫

　
〃
　
奈
良
原

久
保
田
　
直
　
胤

　
〃
　
米
倉

会
長
職
務
代
理

武

川

高

仁

　
〃
　
南

清

水

博

文

八
代
町
岡

小

林

貞

夫

　
〃
　
新
巻

　
〃
　
中
尾

沼

中

秀

夫

　
〃
　
土
塚

山

口

辰

雄

　
〃
　
中
尾

野

澤

　

一

　
〃
　
金
沢

有

泉

豊

彦

　
〃
　
田
中

田

中

　

始

　
〃
　
国
分

武

田

光

男

　
〃
　
金
田

農
政
副
部
長

早
　
川
　
今
朝
義

一
宮
町
下
矢
作

椚

　

正

夫

　
〃
　
井
之
上

中

村

正

彦

　
〃
　
井
之
上

長

沼

義

人

　
〃
　
夏
目
原

河

野

正

彦

　
〃
　
下
黒
駒

古

屋

秋

夫

　
〃
　
下
野
原

鈴

木

正

人

　
〃
　
八
千
蔵

農
地
部
長

橘

田

和

人

　
〃
　
成
田

中

山

　

久

御
坂
町
竹
居

堀

内

宮

内

　
〃
　
中
川

赤

尾

昭

好

　
〃
　
広
瀬

保

坂

康

彦

　
〃
　
下
平
井

窪

川

四

七

　
〃
　
井
戸

荻

野

勇

夫

石
和
町
松
本

赤

岡

勝

廣

会
　
長

　
氏
　
名
　

地
　
区

役
　
職

　

田

公

義

笛
吹
市
農
業
委
員
名
簿
（
敬
称
略
）

矢
　
　
　
眞
由
美

石

山

　

夫



　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
根
底
で
支
え
つ
づ
け
て
い
る
国
民
健
康

保
険
（
以
下
「
国
保
」
）
の
制
度
や
笛
吹
市
の
現
状
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま

す
。「
み
ん
な
の
国
保
を
守
る
た
め
」
に
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

一人当たり療養給付費

19,000

18,000

17,000

16,000

H21.6
17,119

H22.6
18,463

H23.6
18,576

　　
平
成
23
年
6
月
の
一
人
当
た
り
療
養

給
付
費
は
1
万
8
5
7
6
円
で
、
平
成

22
年
6
月
と
比
較
し
て
、
１
１
３
円
（
＋

０
・
６
％
）
と
微
増
で
し
た
が
、
23
年

度
療
養
給
付
費
は
高
額
に
推
移
し
続
け

て
い
ま
す
。
医
療
費
の
増
加
は
、
国
保

税
の
増
加
に
つ
な
が
り
ま
す
。
一
人
ひ

と
り
で
医
療
費
の
節
約
を
心
が
け
ま
し

ょ
う
。
安
定
し
た
国
保
運
営
の
た
め
に

も
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
問
合
せ
先

　
国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当

　
☎
０
５
５
（
２
６
２
）
４
１
１
１

　
市
の
国
保
の
総
医
療
費
で
毎
年
1
位

〜
2
位
を
占
め
て
い
る
の
が
腎
不
全
で

す
。
ま
た
山
梨
県
の
糖
尿
病
の
透
析
実

施
率
は
、
全
国
ワ
ー
ス
ト
3
位
と
日
本

透
析
学
会
よ
り
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
山
梨
慢
性
腎
臓
病
対
策
協
議

会
に
ご
協
力
い
た
だ
き
5
回
に
わ
た
り
、

協
議
会
の
医
師
に
よ
る
『
慢
性
腎
臓
病

に
関
す
る
コ
ラ
ム
』
を
掲
載
い
た
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
腎
臓
病
に
つ
い
て
知

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
第

1
回
目
は
、
協
議
会
代
表
の
原
口
和
貴

医
師
で
す
。

　
笛
吹
市
の
皆
さ
ん
　
こ
ん
に
ち
は
。

突
然
で
す
が
慢
性
腎
臓
病
（
C
K
D
）

っ
て
ご
存
知
で
す
か
?
「
え
っ
!

　
知

ら
な
い
!?
」
慢
性
腎
臓
病
は
高
血
圧
や

糖
尿
病
に
次
い
で
頻
度
の
高
い
病
気
で

す
よ
。
腎
臓
は
身
体
の
老
廃
物
を
洗
い

流
し
て
く
れ
る
臓
器
で
す
か
ら
腎
炎
だ

け
で
は
な
く
て
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
肥

満
な
ど
も
原
因
と
な
り
ま
す
。
人
口
が

高
齢
化
し
た
た
め
に
今
や
8
人
に
1
人

が
慢
性
腎
臓
病
に
な
り
4
8
0
人
に
1

人
が
透
析
に
な
る
時
代
で
す
。
腎
不
全

で
困
っ
て
い
る
人
は
も
っ
と
沢
山
い
ま

す
。
怖
い
の
は
病
気
が
始
ま
っ
て
何
十

年
も
経
っ
て
透
析
に
な
る
の
に
、
直
前

ま
で
自
覚
症
状
が
出
な
い
事
で
す
。
早

期
発
見
、
早
期
治
療
が
一
番
大
切
で
す
。

実
は
た
っ
た
二
つ
の
検
査
を
す
れ
ば
早

期
発
見
は
簡
単
で
す
。

①
尿
蛋
白
:

病
院
で
行
う
尿
検
査
で
1

分
以
内
で
解
り
ま
す
。
尿
蛋
白
が
＋

な
ら
1
〜
2
％
　
尿
蛋
白
2
＋
が
続

く
な
ら
5
〜
6
％
の
人
が
15
年
程
度

で
透
析
に
な
り
ま
す
。
今
ま
で
は
医

者
も
看
護
師
も
「
尿
蛋
白
が
出
る
と

20
年
後
に
何
が
起
き
る
か
?
」
を
知

ら
な
か
っ
た
か
ら
皆
さ
ん
に
情
報
が

届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
お
尿
蛋
白

の
試
験
紙
は
薬
局
で
購
入
で
き
ま
す
。

②e
G

F
R

（
※
）
:

ク
レ
ア
チ
ニ
ン
と
い

う
血
液
検
査
を
し
て
性
別
と
年
齢
を

考
慮
しe

G
F

R

を
計
算
し
て
腎
臓
の

働
き
が
正
確
に
分
か
り
ま
す
。
年
齢

に
も
よ
り
ま
す
がe

G
F

R

（m
l/

m
in

）

50
以
下
な
ら
一
度
は
腎
臓
専
門
医
を

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
30
以
下
で
は

か
な
り
腎
機
能
も
落
ち
て
お
り
、
15

以
下
で
は
透
析
も
考
慮
し
ま
す
。

　
今
は
医
学
も
進
ん
で
い
ま
す
。
腎
臓

を
守
る
多
く
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
主

治
医
に
相
談
し
早
め
に
手
を
打
ち
ま
し

ょ
う
。
今
な
ら
間
に
合
い
ま
す
。
詳
し

く
は
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

（
※
）
血
液
中
の
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
と
い

う
代
謝
産
物
を
も
と
に
計
算
し
た
腎

臓
の
働
き
の
状
況
を
示
す
も
の

（

日

本

慢

性

腎

臓

病

対

策

協

議

会

h
ttp

:/
/

j-
c

k
d

i.jp
/

in
d

e
x

.h
tm

l

ま

た
は
山
梨
慢
性
腎
臓
病
対
策
協
議
会

h
ttp

:/
/

w
w

w
.y

c
k

d
i.o

r
g

/

）

山
梨
慢
性
腎
臓
病
対
策
協
議
会

代
表
　
原
口
　
和
貴

■問合せ先
　市民活動支援課　市民活動支援担当
　☎�055（262）4111

活躍が期待
できそうだね。新推進委員の

意気込みが
感じられるね。

笛ちゃん 吹ちゃん

「私のきっかけ」
古屋　美智子

　昨年、健康生きがいづくりアドバイザーの
認定資格を取得したことで、これをどのよう
に活用できるのか考えていたとき、広報で当
委員の公募を知り、どのような活動をするの
か関心と興味を持ちました。
　参加し、活動を理解することで少しでも地
域の方々の役に立つことができればと考えて
います。

「男女共同参画推進委員になって」
宮澤　良子

　男女共同参画推進委員にすすめられ私自身、
何も分かりませんが、まず自分の意識の向上
にチャレンジできるようがんばりたいと思い
ます。
　男女共同参画推進事業の取り組みは幅広く、
又、社会の多様化で大変ですが、年代を超え、
考え行動していかなければならないと思いま
す。

「『男だから』『女だから』を超えた更な
るステージへ」

根津　和彦

　私は、合併前の御坂町で平成12年から3年
間委員を務めました。当時の岡委員長を中心
に、皆が『男女の隔たりなく』お互いを尊重
し、思いやり協力して『家庭や地域を良くし
よう』と真剣に取り組んでいた、この『皆の
想い』を笛吹市に繋げ、更なる推進の一助に
なれればと思っております。

「私の意見」
長幡　宏子

　“一人ひとりが輝ける社会”を目標にした男
女共同参画推進委員会に参加させていただき、
学ぶことが多いと実感しています。
　女性軽視や差別はあってはならないことと叫
ばれて久しいのですが、いまだ時にして不条理
なことを耳にします。男性は外で女性は家でと
いう固定的性別役割分担意識をなくし、男性ら
しく、女性らしくではなく、自分らしい人権が
尊重された男女平等に生きる社会に変えていく
ことが求められているのではないでしょうか。

「男女共同参画推進委員になって」
嘉賀　貴政

　日常の生活の中で社会や地域貢献ができる

場はないのかと思っていたところ、男女共同

参画推進委員のことを知り、参加しました。

　前委員さんの経験や知恵をお借りし、より

良い笛吹市を目指したいです。

　男女共同参画推進委員会は、６月の委
嘱以降、34名の委員で活動しています。
このうち、新推進委員は15名です。
　今回は、新推進委員を代表して５名の
方の声を紹介します。市民の皆さんも、
私たち男女共同参画推進委員と一緒に、
男女が平等で対等なパートナーとして心
豊かで安心できる笛吹市をつくっていき
ましょう！



七郎愛用のギター
「瑞雲」（手前）と「古稀」

　
深
沢
七
郎
（
笛
吹
市
石
和
町
生
ま
れ

１
９
１
４
〜
1
9
8
7
）
は
、
「
　
山
節

考
」
「
笛
吹
川
」
「
み
ち
の
く
の
人
形
た

ち
」
な
ど
の
名
作
を
残
し
た
作
家
で
す
が
、

そ
の
生
涯
に
は
、
多
く
の
逸
話
が
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
1
9
5
8
年
発
表
の
「
言
わ
な
け
れ

ば
よ
か
っ
た
の
に
日
記
」
、
１
９
６
１

年
の
「
自
伝
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
」
で
は
、

幼
少
期
か
ら
文
壇
で
活
躍
す
る
ま
で
の

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
七
郎

み
ず
か
ら
が
様
々
に
語
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
こ
の
2
つ
の
随
筆
の
中
か

ら
3
つ
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

　
七
郎
は
石
和
尋
常
高
等
小
学
校
（
現
・

石
和
南
小
学
校
）
を
卒
業
す
る
と
、
１

９
２
６
（
大
正
15
）
年
4
月
、
県
立
日

川
中
学
校
（
現
・
日
川
高
等
学
校
）
に

入
学
し
ま
す
。
入
学
に
際
し
て
は
試
験

が
あ
り
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
勉
強
を
し

な
か
っ
た
た
め
、
小
学
校
の
先
生
も
七

郎
自
身
も
受
か
る
と
は
思
っ
て
い
な
か

っ
た
そ
う
で
す
。
父
親
は
合
格
が
決
ま

る
と
、
小
学
校
の
先
生
に
、

「
ま
ぐ
れ
当
り
で
受
か
り
や
し
た
よ
」

と
お
礼
を
言
い
ま
し
た
。
七
郎
は
、
親

戚
の
人
た
ち
に
、
何
度
も
、

「
よ
く
う
か
っ
た
な
ー
」

と
言
わ
れ
る
の
で
、
父
親
の
真
似
を
し

て
答
え
た
の
で
す
が
、
「
ま
ぐ
れ
当
り
」

を
「
ま
ぐ
ろ
当
り
」
と
覚
え
て
い
た
の
で
、

笑
わ
れ
て
初
め
て
、
自
分
の
勘
違
い
に

気
が
つ
い
た
の
で
し
た
。

　　
「
笛
吹
川
」
を
発
表
し
て
間
も
な
く
、

七
郎
は
、
対
談
で
知
り
合
っ
た
小
説
家

の
石
坂
洋
次
郎
の
家
に
、
石
和
の
家
の

月
見
草
を
植
え
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
を

思
い
立
ち
ま
す
。
家
族
は
失
礼
で
は
な

い
か
と
心
配
し
ま
す
が
、

　
「
笛
吹
川
の
河
原
の
月
見
草
だ
か
ら
、

小
説
の
出
版
記
念
に
植
え
さ
せ
て
も
ら

う
の
だ
か
ら
」
と
、
勝
手
に
自
分
で
納

得
し
て
出
か
け
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
玄
関
の
前
に
立
つ
と
、
急

に
気
が
引
け
て
中
に
入
れ
ず
、
端
に
大

き
な
松
の
木
を
見
つ
け
る
と
、
庭
の
様

子
を
見
る
た
め
に
枝
を
登
っ
て
い
き
ま

し
た
。
飼
い
犬
の
鳴
き
声
に
気
づ
い
た

家
主
の
石
坂
洋
次
郎
が
、

「
そ
こ
に
い
る
方
は
、
何
を
し
て
い
る

の
で
す
か
?
」

と
声
を
か
け
ま
す
が
、
七
郎
は
、
自
分

と
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
に
、
空
を
見
な

が
ら
、

「
あ
の
…
、
鯉
の
ぼ
り
が
…
」

と
言
っ
て
、
黙
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

洋
次
郎
が
家
に
入
っ
た
の
を
確
認
す
る
と
、

七
郎
は
木
を
降
り
て
、
何
食
わ
ぬ
顔
で

玄
関
の
ベ
ル
を
押
し
、
月
見
草
を
植
え

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
石
坂
家
の
人
々

は
何
も
詮
索
せ
ず
に
七
郎
を
歓
待
し
て

く
れ
た
そ
う
で
す
。

　
最
後
は
、
七
郎
が
「
生
涯
の
た
つ
た

ひ
と
つ
の
武
勇
伝
」
と
記
し
て
い
る
お

話
で
す
。

　
七
郎
は
幼
い
頃
か
ら
患
っ
て
い
た
眼

病
の
た
め
、
小
学
生
の
時
に
は
、
右
眼

が
ほ
ぼ
失
明
状
態
で
し
た
が
、
二
十
歳

の
頃
に
、
約
2
カ
月
間
、
左
眼
も
見
え

な
い
状
態
に
陥
り
ま
し
た
。

　
そ
う
と
は
知
ら
ず
、
当
時
、
東
京
・

中
野
の
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
い
た
七
郎
を
、

母
親
が
訪
ね
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
私
の
こ
と
を
一
番
心
配
し
て
く
れ
る
母
」

に
対
し
、
盲
目
に
な
っ
た
と
は
言
え
ず
、

滞
在
す
る
3
日
の
間
、
風
邪
を
引
い
た

と
言
っ
て
床
に
入
り
、
な
る
べ
く
母
の

留
守
中
に
用
を
足
す
な
ど
し
て
、
母
親

に
見
え
な
い
こ
と
を
気
づ
か
れ
る
こ
と

な
く
過
ご
し
た
そ
う
で
す
。
食
事
の
時
は
、

食
べ
た
く
な
い
と
言
っ
て
、
果
物
を
手

づ
か
み
で

食
べ
て
乗

り
切
り
ま

し
た
。

　
七
郎
は
、

「

打

ち

明

け
て
も
心
配
を
か
け
る
だ
け
で
、
な
る

べ
く
そ
の
心
配
を
お
く
ら
せ
よ
う
と
私

は
戦
つ
た
の
だ
つ
た
」
と
当
時
を
振
り

返
っ
て
い
ま
す
。

　
本
展
で
は
、
創
作
以
外
の
多
彩
な
側

面
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
様
々
な
資
料

を
展
示
し
て
い
ま
す
。
愛
用
の
ギ
タ
ー
、

今
川
焼
屋
開
店
時
の
鉄
板
な
ど
、
ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
に
御
覧
く
だ
さ
い
。

▼
関
連
講
演
会�

�○
演
題
　
奇
跡
の
文
学

○
日
時
　
10
月
16
日
（
日
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

○
場
所
　
文
学
館
講
堂

○
講
師
　
中
沢
新
一（
思
想
家
・
人
類
学
者
）

○
定
員
　
5
0
0
名

※
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
開
館
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
入

室
は
4
時
30
分
ま
で
）

▼
休
館
日
　
10
月
3
日
（
月
）
、
17
日
（
月
）

▼
観
覧
料

　
一
　
　
般
　
6
0
0
円
（
4
8
0
円
）

　
大
・
高
生
　
4
0
0
円
（
3
2
0
円
）

　
中
・
小
生
　
2
5
0
円
（
2
0
0
円
）

※
（
　
）
内
は
20
名
以
上
の
団
体
料
金
、

宿
泊
者
割
引
料
金
で
す
。

小
・
中
・
高
・
特
別
支
援
学
校
生
は

土
曜
日
は
無
料
。
県
内
の
65
歳
以
上

の
方
、
障
が
い
者
及
び
介
護
者
は
無
料
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
県
立
文
学
館

　
☎
0
5
5
（
2
3
5
）
8
0
8
0

　
℻
0
5
5
（
2
2
6
）
9
0
3
2

�　
10
月
9
日
・
10
日
に
定
林
寺
で
行
わ

れ
る
二
子
塚
祭
典
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

　
定
林
寺
は
八
代
町
南
に
あ
る
日
蓮
宗

の
寺
で
す
。
文
永
年
間
（
1
2
6
4
〜

1
2
7
5
）
、
日
蓮
（
注
1
）
が
法
華
経
（
注

2
）
を
広
げ
る
た
め
に
現
在
の
定
林
寺

周
辺
を
訪
問
し
ま
し
た
。
地
蔵
堂
（
注
3
）

に
宿
泊
し
た
時
、
東
方
の
塚
よ
り
鬼
火

が
出
た
の
で
、
日
蓮
は
理
由
を
里
の
人

に
尋
ね
ま
し
た
。
里
の
人
か
ら
日
蓮
は

『
平
家
の
落
武
者
（
母
親
）
が
こ
こ
ま

で
来
て
、
二
子
を
身
ご
も
っ
た
ま
ま
亡

く
な
っ
た
』
『
塚
の
片
隅
に
埋
め
ら
れ

た
母
親
と
二
子
は
成
仏
で
き
ず
、
鬼
火

に
な
っ
た
』
と
い
う
話
を
聞
き
ま
す
。

日
蓮
は
法
華
経
を
唱
え
母
親
と
二
子
の

霊
を
成
仏
さ
せ
、
二
子
鬼
子
母
神（
注
４
）・

延
命
地
蔵
菩
薩
（
注
5
）
を
こ
の
地
に
祀

り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
日
蓮
の
説
法
に
感
激
し
た

地
元
の
人
が
屋
敷
を
寺
に
改
め
た
の
が

定
林
寺
の
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
定
林
寺
の
二
子
塚
に
は
母
塚
と

子
塚
が
あ
り
ま
す
。
子
塚
に
は
市
の
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
『
二
子

塚
の
サ
ワ
ラ
』
（
注
6
）
が
あ
り
、
子
授

け
の
霊
木
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

サ
ワ
ラ
の
洞
に
は
『
子
授
け
石
』
が
入

れ
て
あ
り
、
子
ど
も
を
産
み
た
い
女
性

は
『
子
授
け
石
』
を
持
ち
帰
り
、
身
に

付
け
て
い
れ
ば
懐
妊
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
懐
妊
し
た
女
性
は
『
子
授
け

石
』
を
洞
に
戻
す
そ
う
で
す
。

　
本
年
の
二
子
塚
祭
典
は
10
月
9
日
に

前
夜
祭
が
、
10
月
10
日
に
本
祭
が
行
わ

れ
ま
す
。
祭
典
の
日
だ
け
二
子
堂
で
『
二

子
鬼
子
母
神
像
』
と
『
延
命
地
蔵
菩
薩

像
』
が
開
帳
さ
れ
ま
す
。

　
前
夜
祭
で
は
五
重
塔
前
に
舞
台
が
設

け
ら
れ
、
境
内
で
『
稚
児
行
列
』（
注
7
）

が
行
わ
れ
、
『
天
童
献
舞
』（
注
8
）
が
舞

台
で
奉
納
さ
れ
ま
す
。

　
本
祭
で
は
昼
間
に
本
堂
か
ら
二
子
塚

ま
で
稚
児
行
列
が
行
わ
れ
、
本
堂
で
『
天

童
献
舞
』
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

　
二
子
塚
祭
典
は
日
蓮
・
二
子
鬼
子
母

神
へ
感
謝
す
る
た
め
に
行
わ
れ
、
『
天

童
献
舞
』
は
『
子
授
け
・
安
産
へ
の
お

礼
』
と
し
て
奉
納
さ
れ
ま
す
。

注
1
　
日
蓮
　
鎌
倉
時
代
に
日
蓮
宗
を

起
こ
し
た
僧
。

注
2
　
法
華
経
　
『
大
乗
仏
教
の
教
典
』

の
こ
と
。
日
蓮
宗
で
は
『
題
目
を
唱

え
れ
ば
、
成
仏
へ
の
道
を
歩
め
る
』

と
し
て
い
ま
す
。

注
3
　
地
蔵
堂
　
日
蓮
が
泊
ま
っ
た
と

さ
れ
る
お
堂
。
地
蔵
堂
は
建
て
直
さ

れ
、
現
在
は
祖
師
堂
（
開
創
者
な
ど

の
位
牌
や
尊
像
を
祀
る
堂
）
が
建
っ

て
い
ま
す
。

注
4
　
鬼
子
母
神
　
子
ど
も
・
安
産
の

守
り
神
。
二
子
堂
の
鬼
子
母
神
は
二

子
を
抱
え
て
い
ま
す
。

注
5
　
延
命
地
蔵
菩
薩
　
安
産
・
延
命

に
利
益
が
あ
る
地
蔵
菩
薩
。
二
子
堂

の
延
命
地
蔵
菩
薩
像
は
石
で
造
ら
れ

て
い
ま
す
。

注
6
　
二
子
塚
の
サ
ワ
ラ
　
高
さ
約
17

m
。
山
梨
県
の
サ
ワ
ラ
で
は
、
最
大

ク
ラ
ス
で
す
。

注
7
　
稚
児
行
列
　
女
の
子
が
天
冠
（
か

ん
む
り
）
を
被
り
、
造
花
を
持
っ
て

行
進
す
る
行
列
。
日
蓮
宗
の
寺
院
で
、

日
蓮
の
命
日
等
に
行
わ
れ
る
例
が
多

く
あ
り
ま
す
。

注
8
　
天
童
献
舞
　
小
学
校
5
・
6
年

生
の
女
の
子
が
天
冠
を
被
り
扇
を
持

っ
て
舞
い
ま
す
。

※
今
回
の
『
笛
吹
市
探
訪
』
で
使
用
し
た
写
真
は

定
林
寺
よ
り
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ほ
け
き
ょ
う

ふ
た
ご

ふ

た

ご

き

し

ぼ

じ

ん

え

ん

め

い

じ

ぞ

う

ぼ

さ

つ

『二子塚のサワラ』

『天童献舞』

『本祭で行われた稚児行列』

に
ち
れ
ん

ま
つ

か
い
に
ん

ち
　
ご

だ
い
も
く

そ

し

ど

う

ふ
た
ご
づ
か

ち
�

ご

か
ぶ

て
ん
か
ん

ほ
う
の
う

て
ん
ど
う
け
ん
ぶ

だ
い
じ
ょ
う

う
ろ

れ
い
ぼ
く

ぶ
ん
え
い

え

ん

め

い

じ

ぞ

う

ぼ

さ

つ

さ
ず



　
「
み
さ
か
の
湯
」
「
な
ご
み
の
湯
」
「
も

も
の
里
温
泉
」「
や
ま
ゆ
り
の
湯
」
で
は
、

笛
吹
市
が
誕
生
し
た
10
月
に
、
市
制
施

行
を
記
念
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
感
謝

を
込
め
て
「
市
民
感
謝
デ
イ
」
を
開
催
し
、

「
入
館
料
無
料
ご
招
待
」
等
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
方

※
当
日
は
、
受
付
で
運
転
免
許
証
・
健

康
保
険
証
等
の
住
所
を
確
認
で
き
る

証
明
書
の
提
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
・
内
容

○
み
さ
か
の
湯

10
月
4
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
9
時
30
分

・
市
内
在
住
の
方
を
入
館
料
無
料
ご
招
待
。

・
食
堂
の
バ
ラ
関
係
メ
ニ
ュ
ー
（
10
種
類
）

を
20
％
割
引
。

・
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
で
ス

ペ
シ
ャ
ル
コ
ー
ス
（
10
分
5
0
0
円
）

を
ご
用
意
。

○
な
ご
み
の
湯

10
月
4
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
8
時
30
分

・
市
内
在
住
の
方
を
入
館
料
無
料
ご
招
待
。

・
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
で
ス

ペ
シ
ャ
ル
コ
ー
ス
（
10
分
5
0
0
円
）

を
ご
用
意
。

○
も
も
の
里
温
泉

　
10
月
4
日
（
火
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
8
時
30
分

・
市
内
在
住
の
方
を
入
館
料
無
料
ご
招
待
。

・
食
堂
の
ラ
ー
メ
ン
（
5
0
0
円
）
を

20
％
割
引
。

・
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
で
ス

ペ
シ
ャ
ル
コ
ー
ス
（
10
分
5
0
0
円
）

を
ご
用
意
。

○
や
ま
ゆ
り
の
湯

　
10
月
5
日
（
水
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
7
時

・
市
内
在
住
の
方
を
入
館
料
無
料
ご
招

待
。

■
問
合
せ
先

・
み
さ
か
の
湯

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
6
1
6
6

・
な
ご
み
の
湯

　
☎
0
5
5
（
2
3
0
）
5
5
5
1

･
も
も
の
里
温
泉

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
4
1
2
6

･
や
ま
ゆ
り
の
湯

　
☎
0
5
5
3
（
2
6
）
3
6
6
7

　
実
り
の
秋
、
今
年
も
自
然
の
恵
み
を

た
っ
ぷ
り
頂
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
お

誘
い
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
10
月
23
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

※
雨
天
決
行

▼
場
所
　
も
も
の
里
温
泉
　
玄
関
前
コ

ン
コ
ー
ス

▼
内
容

○
餅
つ
き
大
会
（
無
料
）

1
回
目
　
午
前
11
時
30
分

2
回
目
　
正
午

○
や
き
い
も
の
実
演
販
売

○
農
産
物
販
売

※
品
物
が
な
く
な
り
次
第
、

�
終
了
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
も
も
の
里
温
泉

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
4
1
2
6

　
今
か
ら
お
よ
そ
3
0
0
年
程
昔
の
甲

斐
国
を
治
め
て
い
た
柳
沢
吉
保
と
そ
の

頃
の
甲
府
城
に
つ
い
て
、
遺
さ
れ
た
数
々

の
名
品
か
ら
そ
の
歴
史
・
文
化
を
紹
介

し
ま
す
。

▼
日
時
　
10
月
8
日（
土
）〜
11
月
28
日（
月
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

▼
場
所
　
県
立
博
物
館
�

企
画
展
示
室

▼
観
覧
料

○
一
般
　
　
　
　
1
0
0
0
円

○
高
校
・
大
学
生
�
5
0
0
円

○
小
・
中
学
生
　
�
2
6
0
円

■
問
合
せ
先
　
県
立
博
物
館

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
6
3
1

　
八
田
家
書
院
の
庭
に
お
い
て
、
紅
葉

鑑
賞
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
須
田
菊
子
先
生
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
子
ど
も
茶
会
・
子
ど
も

琴
演
奏
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
八
田
家
書
院
の
た
た
ず
ま
い
と
素
晴

ら
し
い
も
み
じ
の
紅
葉
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

▼
日
時
　
11
月
5
日
（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
2
時

▼
料
金
　
一
般
　
　
　
2
0
0
円

　
　
　
　
20
歳
未
満
　
1
0
0
円

■
問
合
せ
先
　
八
田
家
書
院

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
6
1
1
1

406－0035

往信

石
和
町
広
瀬
六
二
六
の
一

　
　
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

自
衛
隊
音
楽
隊
演
奏
会
係

↓往信用（表）
↓返信用（裏）…抽選結果をこちらに印刷い

たしますので、何も書かないでください。

↑返信用（表） ↑往信用（裏）

返信

自宅の住所・氏名を
お書きください。

①�住所

②�氏名

③�電話番号

　
毎
年
大
人
気
の
自
衛
隊
音
楽
隊
に
よ
る
、

感
動
あ
ふ
れ
る
演
奏
会
で
す
。

　
今
年
か
ら
、
往
復
は
が
き
で
の
申
し

込
み
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

▼
日
時

　
12
月
4
日
（
日
）

開
場
　
午
後
1
時
30
分

開
演
　
午
後
2
時

▼
場
所

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　
集
会
室

▼
入
場
料
　
無
料

▼
申
込
方
法

　
10
月
31
日
（
月
）（
必
着
）
ま
で
に
往

復
は
が
き
で
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
を

超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　
当
選
は
が
き
1
枚
に
つ
き
、
最
大

２
名
様
ま
で
ご
入
場
い
た
だ
け
ま
す
。

○
往
信
用
（
表
）
に
は
「
〒
4
0
6
│

0
0
3
5
　
石
和
町
広
瀬
６
２
６
│

１
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
自
衛
隊
音

楽
隊
演
奏
会
係
」

○
往
信
用
（
裏
）
に
は
「
自
宅
の
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
」

○
返
信
用
（
表
）
に
は
「
自
宅
の
住
所
・

氏
名
」

○
返
信
用
（
裏
）
に
は
抽
選
結
果
を
印
刷

い
た
し
ま
す
の
で
、
何
も
書
か
な
い

で
く
だ
さ
い
。

　
東
京
芸
術
大
学
と
同
大
附
属
高
校
で

学
ぶ
、
5
人
の
若
き
音
楽
家
の
調
べ
を

お
届
け
し
ま
す
。
み
ず
み
ず
し
い
感
性

と
豊
か
な
創
造
性
に
あ
ふ
れ
た
晴
れ
や

か
な
ス
テ
ー
ジ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
11
月
26
日
（
土
）

開
場
　
午
後
1
時
30
分

開
演
　
午
後
2
時

▼
場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ

い
文
化
館

▼
曲
目
　
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
:

フ
ル
ー
ト

四
重
奏
、
ピ
ア
ノ
四
重
奏
、
弦
楽
三

重
奏
　
他

▼
入
場
料
　
無
料
　

※
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
、
い
ち
の
み
や

桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館
で
配
布
し

て
い
る
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

　
悠
久
の
時
を
超
え
た
、
懐
か
し
い
音

色
を
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
ま
す
。
二
胡

奏
者�

沈
桂
栄
さ
ん
と
ピ
ア
ニ
ス
ト�

小
野

惠
子
さ
ん
に
よ
る
、
名
演
奏
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
11
月
27
日
（
日
）

開
場
　
午
後
5
時
30
分

開
演
　
午
後
6
時

▼
場
所
　

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
�

集
会
室

▼
曲
目
　
G
線
上
の
ア
リ
ア
、
江
河
水
、

島
唄
　
他

▼
入
場
　
無
料
　

※
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い

る
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

■
問
合
せ
先
　
（
財
）
ふ
え
ふ
き
文
化
・

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9

昨年の演奏会より

小野惠子さん沈桂栄さん



　
市
教
育
委
員
会
で
は
大
学
生
を
対
象
に

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
市
内
の
小
中

学
校
で
授
業
や
放
課
後
学
習
会
の
支
援
の

ほ
か
、
校
外
行
事
の
引
率
、
長
期
休
暇
に

お
け
る
学
習
会
や
部
活
動
の
支
援
等
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
大
学
生
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
録
し
て
市

の
教
育
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

▼
申
込
方
法

　
お
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
学
校
教
育
課
　
学
務
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
7

　
平
成
24
年
成
人
式
に
と
も
な
い
、
成

人
式
を
お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ
る
高
校

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
あ

な
た
も
、
成
人
を
迎
え
る
先
輩
の
皆
さ

ん
を
一
緒
に
お
祝
い
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
内
容
（
予
定
）

　
受
付
な
ど
の
会
場
内
の
簡
単
な
業
務

■
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
生
涯
学
習
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
9

　
慢
性
腎
臓
病
（
C
K
D
）
に
つ
い
て
、

わ
か
り
や
す
く
お
話
し
す
る
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
10
月
23
日
（
日
）

　
午
後
1
時
〜
4
時

▼
場
所
　
甲
府
市
総
合
市
民
会
館

▼
講
演

『
腎
臓
に
や
さ
し
い
食
事
療
法
』

名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
栄
養

管
理
部
副
部
長
　
鈴
木
富
夫
先
生

『
生
活
習
慣
病
と
C
K
D
』
│
C
K
D

は
老
化
を
促
進
す
る
！

自
治
医
科
大
学
内
科
学
講
座
腎
臓
内

科
学
教
室
教
授
　
草
野
英
二
先
生

※
医
師
、
薬
剤
師
、
管
理
栄
養
士
に
よ

る
無
料
相
談
コ
ー
ナ
ー
あ
り
。
入
場

無
料
、
事
前
申
込
不
要
。

■
問
合
せ
先

　
山
梨
慢
性
腎
臓
病
対
策
協
議
会

　
（
原
口
内
科
・
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
内
）

☎
0
5
5
（
2
6
7
）
5
5
0
0

　
講
師
を
務
め
る
県
立
日
川
高
校
教
諭

の
古
田
厚
司
氏
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
の
顧
問
と
し
て
多
く
の
青
少
年
の

育
成
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
講
習
会
は
、
ど
な
た
で
も
ご
入

場
で
き
ま
す
。

▼
日
時
　
10
月
18
日
（
火
）

　
午
後
7
時
30
分
〜
9
時

▼
場
所

　
学
び
の
杜
み
さ
か
�

視
聴
覚
室

▼
主
催
　
市
青
少
年
育
成
推
進
協
議
会

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

■
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
生
涯
学
習
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
9

　
キ
ン
パ
の
り
ま
き
・
キ
ノ
コ
の
チ
ャ

プ
チ
ェ
・
エ
リ
ン
ギ
の
豚
肉
ス
ー
プ
を

作
り
ま
す
。

▼
日
時
　
10
月
16
日（
日
）午
後
1
時
か
ら
�

▼
定
員
　
15
名

▼
参
加
費
　
2
0
0
0
円
（
講
師
料
・

材
料
費
込
）
�

▼
申
込
方
法
　
10
月
14
日
（
金
）
ま
で
に

お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
い
ち
の
み
や
桃

の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
6
0
6
6

エ
ク
セ
ル
2
0
0
7
ビ
ジ
ネ
ス
活
用

関
数
テ
ク
ニ
ッ
ク

▼
対
象
　
エ
ク
セ
ル
の
基
本
操
作
が
で

き
る
方

▼
日
時
　
12
月
1
日
（
木
）・
2
日
（
金
）・

5
日
（
月
）・
6
日
（
火
）

　
計
4
日
間
　
午
後
6
時
〜
9
時

▼
定
員
　
20
名
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
　
2
1
0
0
円

▼
テ
キ
ス
ト
代
　
2
4
1
5
円
（
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

▼
受
付
期
間
　
9
月
30
日
（
金
）
〜
11
月

24
日
（
木
）

▼
場
所
　
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　
（
甲
州
市
塩
山
上
於
曽
1
3
0
8
）

※
講
座
内
容
、
日
程
等
は
都
合
に
よ
り

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

応
募
状
況
等
に
よ
っ
て
は
中
止
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

�
☎
0
5
5
3
（
3
2
）
5
2
0
2

　
公
園
内
の
経
塚
古
墳
・
霞
堤
や
周
辺

地
の
甲
斐
国
分
寺
跡
・
護
国
山
国
分
寺

を
見
学
し
て
、
地
域
の
歴
史
を
学
び
ま

す
。

▼
日
時
　
11
月
5
日
（
土
）

　
受
付
　
午
前
9
時
か
ら

　
開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

※
雨
天
決
行

▼
集
合
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
見
学
場
所

　
金
川
の
森
の
ど
ん
ぐ
り
の
森
周
辺
地

▼
講
師
　
芦
田
宗
興
氏
（
笛
吹
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
）
、
国
分
寺
住
職

▼
定
員
　
20
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
服
装
・
持
ち
物
　
歩
き
や
す
い
服
装

及
び
靴
、
筆
記
用
具

▼
申
込
受
付
　
10
月
5
日
（
水
）
か
ら

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

　
森
の
ど
ん
ぐ
り
を
集
め
て
ク
ラ
フ
ト

を
作
り
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
12
日
（
土
）

　
受
付
　
午
前
9
時
30
分
か
ら

　
開
催
　
午
前
10
時
〜
正
午

※
雨
天
決
行

▼
集
合
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
講
師
　
福
嶋
孝
一
氏
（
エ
ス
プ
リ
ガ

ー
デ
ン
代
表
）

▼
定
員
　
20
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
受
付
　
10
月
12
日
（
水
）
か
ら

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

　
交
通
安
全
に
気
を
付
け
な
が
ら
楽
し

く
遊
ん
で
も
ら
う
た
め
、
自
転
車
と
サ

イ
ク
ル
カ
ー
ト
の
無
料
貸
し
出
し
を
行

い
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
20
日
（
日
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

※
小
雨
決
行

※
受
付
は
当
日
、
随
時
行
い
ま
す
。
（
た

だ
し
、
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

混
雑
時
は
乗
車
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
）

▼
場
所
　
金
川
の
森
　
ス
ポ
ー
ツ
の
森
「
乗

物
広
場
」

▼
無
料
貸
出
時
間

○
自
転
車
　
1
台
1
時
間
以
内

○
サ
イ
ク
ル
カ
ー
ト
　
1
台
30
分
以
内

　
公
園
内
の
森
林
な
ど
を
モ
デ
ル
に
写

真
の
撮
り
方
を
学
び
ま
す
。
ま
た
、
撮

影
し
た
写
真
は
講
師
が
講
評
し
、
金
川

の
森
管
理
事
務
所
ホ
ー
ル
に
展
示
し
ま

す
。

▼
日
時
　
11
月
26
日
（
土
）

　
受
付
　
午
前
9
時
か
ら

　
開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

※
雨
天
決
行

▼
集
合
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
講
師
　
宮
田
喜
之
氏
（
宮
田
フ
ォ
ッ

ト
代
表
）

▼
定
員
　
15
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
　
カ
メ
ラ
（
三
脚
が
あ
る
方

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
申
込
受
付
　
10
月
26
日
（
水
）
か
ら

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

▼
共
催
　
笛
吹
市

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
2
8
0
5

　
峡
東
林
務
環
境
事
務
所
及
び
峡
東
地

区
特
用
林
産
協
会
で
は
、
県
産
材
を
利

用
し
た
交
流
施
設
「
杜
の
交
流
館
」
に

て
、
野
生
き
の
こ
生
態
や
見
分
け
方
等

に
つ
い
て
幅
広
い
見
識
を
持
ち
、
「
森

の
き
の
こ
た
ち
」
「
山
梨
の
き
の
こ
」

の
著
者
で
も
あ
る
柴
田
尚
研
究
管
理
幹

（
山
梨
県
森
林
総
合
研
究
所
）
を
招
い

て
〜
野
生
き
の
こ
鑑
定
会
〜
を
開
催
し

ま
す
。

　
当
日
は
き
の
こ
の
採
取
は
行
い
ま
せ

ん
が
、
持
ち
込
み
の
き
の
こ
の
鑑
定
は

可
能
で
す
の
で
、
個
人
で
採
取
し
た
き

の
こ
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

昨
年
は
41
種
類
の
き
の
こ
（
内
11
種
類

が
毒
き
の
こ
）
集
ま
り
ま
し
た
。

　
勝
沼
産
生
し
い
た
け
の
直
売
も
あ
り

ま
す
。

　
な
お
、
事
前
の
参
加
申
し
込
み
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
日
時
・
内
容
　
10
月
7
日
（
金
）

○
研
修
室
に
て
講
習
会

　
午
前
10
時
〜
午
前
11
時

○
研
修
室
に
て
き
の
こ
鑑
定
会

　
午
前
11
時
〜
午
後
1
時

○
勝
沼
産
生
し
い
た
け
直
売

▼
場
所
　
杜
の
交
流
館
（
甲
州
市
塩
山

赤
尾
４
５
3
―
1
　
J
R
塩
山
駅
か

ら
徒
歩
5
分
）

　
☎
0
5
5
3
（
3
3
）
2
9
0
1

▼
講
師
　
県
森
林
総
合
研
究
所

　
柴
田
　
尚
氏
（
研
究
管
理
幹
）

▼
受
講
料
・
鑑
定
料
　
無
料

※
鑑
定
し
た
き
の
こ
を
、
当
日
会
場
で

展
示
す
る
た
め
、
少
量
お
借
り
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
参
加
者
の

方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

峡
東
林
務
環
境
事
務
所
　
森
づ
く
り

推
進
課
　
林
業
自
然
保
護
担
当

　
☎
0
5
5
3
（
2
0
）
2
7
2
1



　
シ
ベ
リ
ア
へ
強
制
抑
留
さ
れ
た
方
々

へ
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
資
格
　
次
の
項
目
の
全
て
に
該
当
す

る
こ
と
が
条
件
で
す
。

○
シ
ベ
リ
ア
に
抑
留
さ
れ
た
方

○
平
成
22
年
6
月
16
日
に
存
命
し
て
い

た
方
（
同
日
以
降
に
亡
く
な
ら
れ
た

方
の
場
合
は
相
続
人
）

○
日
本
国
籍
を
有
し
て
い
る
方

▼
特
別
給
付
金
　
25
万
円
〜
1
5
0
万
円

※
帰
還
の
時
期
に
よ
っ
て
金
額
が
異
な

り
ま
す

▼
請
求
期
限
　
平
成
24
年
3
月
末
日

■
問
合
せ
先
　
（
独
）
平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金
　
事
業
部
特
別
給
付
金
担
当

　
☎
0
3
（
5
8
6
0
）
2
7
4
8

　
高
齢
者
や
そ
の
家
族
の
抱
え
る
家
庭

や
生
活
の
中
で
の
悩
み
、
健
康
や
生
き

が
い
づ
く
り
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
続
、

契
約
、
金
銭
貸
借
な
ど
法
律
に
関
す
る

専
門
相
談
は
弁
護
士
が
無
料
で
担
当
し

ま
す
。

　
ま
た
、
福
祉
・
保
健
・
医
療
の
制
度

や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
情
報
提
供
も
行
っ

て
い
ま
す
。

▼
日
時
　
毎
週
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、

年
末
年
始
除
く
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

※
専
門
相
談
は
毎
週
水
曜
日
、
相
談
時

間
30
分
、
予
約
制
で
す
。
お
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
場
所
　
甲
府
市
北
新
1
│
2
│
12

　
山
梨
県
福
祉
プ
ラ
ザ
4
階

▼
相
談
員
　
保
健
師
（
月
〜
金
曜
日
）
、

弁
護
士
（
水
曜
日
）

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

:/
/

w
w

w
.p

re
f.y

a
m

a
n

a
s
h

i.

jp
/

c
h

o
u

ju
/

1
1

8
3

4
5

4
4

1
7

7
.h

tm
l

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
（
2
5
4
）
0
1
1
0

　
看
護
師
や
認
知
症
介
護
経
験
者
が
電

話
で
認
知
症
の
ご
本
人
や
介
護
さ
れ
て

い
る
ご
家
族
の
様
々
な
悩
み
を
お
聴
き

し
、
解
決
へ
の
糸
口
を
一
緒
に
考
え
ま

す
。

▼
日
時
　
毎
週
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、

年
末
年
始
除
く
）
午
後
1
時
〜
5
時

▼
場
所
　
甲
府
市
北
新
1
│
2
│
12

�
山
梨
県
福
祉
プ
ラ
ザ
3
階

▼
相
談
員
　
看
護
師
（
月
〜
木
曜
日
）
、

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
会
員
（
金

曜
日
）

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

:/
/

w
w

w
.p

r
e

f.y
a

m
a

n
a

s
h

i

.jp
/

c
h

o
u

ju
/

n
in

tis
y

o
u

-
c

a
ll-

c
e

n
te

r.h
tm

l

■
問
合
せ
先

　
県
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
（
2
5
1
）
0
0
0
1

　
在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者
な
ど
の
紙
お

む
つ
費
用
の
一
部
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
　
市
の
住
民
基
本
台
帳
ま
た
は

外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い

る
平
成
23
年
度
市
民
税
所
得
割
非
課

税
世
帯
に
属
す
る
方
で
、
次
の
項
目

に
該
当
す
る
方

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
尿
失
禁
な

ど
の
た
め
常
時
紙
お
む
つ
を
使
用
し

て
い
る
方

②
要
介
護
3
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い
て
、

尿
失
禁
な
ど
の
た
め
常
時
紙
お
む
つ

を
使
用
し
て
い
る
方

③
重
度
心
身
障
が
い
者
（
身
体
障
害
者

手
帳
1
、
2
級
）
で
あ
り
、
常
時
紙

お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る
方

※
「
紙
お
む
つ
」
と
は
、
お
む
つ
型
、

パ
ン
ツ
タ
イ
プ
の
こ
と
で
す
。
尿
と

り
パ
ッ
ト
の
み
の
使
用
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

※
①
と
②
の
尿
失
禁
に
つ
い
て
、
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
方
の
場
合
は
、

認
定
調
査
票
で
確
認
し
ま
す
。
ま
た
、

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
の
場

合
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職

員
が
訪
問
し
、
状
況
確
認
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

▼
対
象
期
間

平
成
23
年
4
月
1
日
〜
9
月
30
日
（
前

期
分
）

1
カ
月
の
う
ち
15
日
以
上
在
宅
期
間

が
あ
れ
ば
、
支
給
対
象
月
と
な
り
ま

す
。

※
在
宅
介
護
を
支
援
す
る
制
度
の
た
め
、

入
院
や
介
護
保
険
施
設
の
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
な
ど
の
期
間
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

▼
助
成
額
　
月
額
4
0
0
0
円

▼
申
請
期
間
　
10
月
3
日（
月
）〜
14
日（
金
）

　
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

※
申
請
の
際
は
、
紙
お
む
つ
の
領
収
書

（
日
付
、
品
名
、
金
額
が
明
記
さ
れ

て
い
る
も
の
で
あ
れ
ば
レ
シ
ー
ト
で

も
可
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
領

収
書
が
な
い
分
は
、
助
成
の
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

※
す
で
に
登
録
申
請
さ
れ
て
い
る
方
の

場
合
は
、
課
税
状
況
を
確
認
し
対
象

者
に
申
請
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
高
齢
福
祉
課
　
高
齢
者
支
援
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
2

�
ま
た
は
各
支
所

石和町市部448
（笛吹市ふれあいの家内）

一宮町末木839‐1
（一宮福祉センター内）

御坂町栗合87
（御坂福祉センター内）

八代町南917
（市役所八代支所内）

境川町藤垈2588
（坊ヶ峰ふれあいセンター内）

春日居町寺本142‐1
（春日居福祉会館内）

芦川町鶯宿466‐1
（芦川ふれあいプラザ内）

11月15日（火）

11月16日（水）

石和町・一宮町の方

御坂町・八代町・春
日居町・境川町・芦
川町の方

石和

一宮

御坂

八代

境川

春日居

芦川

　
平
成
23
年
度
笛
吹
市
戦
没
者
合
同
慰

霊
祭
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　
市
出
身
の
戦
没
者
並
び
に
戦
争
犠
牲

者
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
た
め
、
ご

遺
族
の
方
々
と
多
数
の
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
参
列
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
参
列
者
の
服
装
に
つ
い
て
は
、
平
服

と
し
ま
す
。
参
列
す
る
に
あ
た
り
、
特

別
な
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
日
時
　
10
月
7
日
（
金
）

　
午
後
1
時
30
分
か
ら

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　
集
会
室

■
問
合
せ
先
　
福
祉
総
務
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
1

　
市
は
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
促
進
し
、

生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
を
増
進
す
る

た
め
、
高
齢
者
社
会
見
学
バ
ス
事
業
を

行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
今
年
度
は
、
お
住
ま
い
の
地
区
に
よ
り
、

日
程
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

▼
日
時

①
石
和
町
・
一
宮
町
に
お
住
ま
い
の
方

11
月
15
日
（
火
）

②
御
坂
町
・
八
代
町
・
春
日
居
町
・
境

川
町
・
芦
川
町
に
お
住
ま
い
の
方

11
月
16
日
（
水
）

①
、
②
と
も
に
午
前
7
時
30
分
〜
午

後
5
時
30
分
（
予
定
）

▼
行
き
先
　
長
野
県
方
面
「
奈
良
井
宿
」

「
か
ん
て
ん
パ
パ
直
売
所
」　
他
（
予
定
）

▼
定
員
　
各
2
0
0
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
費

　
2
0
0
0
円
（
昼
食
代
、
交
通
費
等
）

▼
受
付
期
間
　
10
月
11
日（
火
）〜
14
日（
金
）

　
（
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

▼
申
込
方
法
　
参
加
費
を
添
え
て
、
お

住
ま
い
の
市
社
会
福
祉
協
議
会
各
地

域
事
務
所
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
お
受
け
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
地
域
福
祉
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
1
8
2

　
平
成
23
年
4
月
か
ら
9
月
ま
で
の
各

月
に
お
い
て
、
寝
た
き
り
高
齢
者
や
認

知
症
高
齢
者
を
家
庭
で
常
時
介
護
し
て

い
た
介
護
者
に
、
介
護
慰
労
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
の
で
、
該
当
者
は
申
請
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

市
の
住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
外
国
人
登

録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、
次

の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
高
齢
者
を
、

同
一
家
庭
内
で
常
時
介
護
し
た
介
護
者

○
市
の
住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
外
国
人

登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
65
歳

以
上
の
高
齢
者

○
寝
た
き
り
高
齢
者
ま
た
は
認
知
症
高

齢
者

※
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
の
場
合
は
、

認
定
調
査
票
で
確
認
し
ま
す
。
介
護

認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
の
場
合
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
が
訪

問
し
、
状
況
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

○
各
月
ご
と
に
入
院
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
利
用
が
な
い
こ
と
（
入
院
や
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
利
用
が
1
日
で
も
あ
っ

た
月
は
、
非
該
当
と
な
り
ま
す
）

▼
支
給
額
　
月
額
1
万
円

▼
申
請
方
法
　
高
齢
福
祉
課
ま
た
は
各

支
所
に
備
え
て
あ
る
申
請
用
紙
に
記

入
し
て
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

10
月
3
日
（
月
）
〜
14
日
（
金
）

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
期
間
厳
守
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
前
回
（
平
成
22
年
10
月
か
ら
23
年
3

月
分
）
受
給
さ
れ
た
方
に
は
、
個
別

通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
高
齢
福
祉
課
　
高
齢
福
祉
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
2

　
ま
た
は
各
支
所



【作り方】
①　さつまいもは、たてのしまに皮をむき、１cm幅の輪切りにし、

水にさらしてあくをとり、水分をふいておく。長ねぎは斜め切り、
しょうがは薄切りにする。

②�　豚バラ肉は、一口大に切る。
③　揚げ油を中温に熱し、さつまいもを芯まで火がとおり色づくま

で揚げる。
④　鍋に油を熱して、しょうが・豚肉を炒めてみそを加え、次にな

すを加えて炒め、だしとAの調味料を加えて火が通るまで煮る。ね
ぎ、③のさつまいもを加え、味がなじんだら、水溶き片栗粉でと
ろみをつけて出来上がり。

■問合せ先　健康づくり課　健康企画担当　☎�055（261）1901

　認知症についてあなたは正しい知識を持っていますか。

　認知症と聞いて最初に想像するのは、もの忘れではないでしょうか。しかし、単なるもの忘れと

認知症は違います。単なるもの忘れは体験したことの一部を忘れますが、認知症になると体験その

ものを忘れる、という特徴があります。例えば、単なるもの忘れでは「昼食に何を食べたか忘れる」、

認知症では「昼食を食べたこと自体を忘れる」といった具合です。忘れっぽくなったことで、むや

みに不安にならずに、症状を正しく理解しましょう。最近では、認知症の進行を遅らせる薬剤も一

般的となり、その効果も実証されています。早期に発見し、早期に診断・治療をしましょう。

　認知症の症状についてのパンフレットを高齢福祉課（石和保健福祉センター）または各支所に備

えていますのでご活用ください。また、心配なことがありましたら、ご相談ください。

・体験の一部を忘れる

・人や場所、時間はほぼ正しく認識できる

・もの忘れの自覚がある

・日常生活に大きな支障はない　等

・体験の全部を忘れる

・人や場所、時間を正しく認識できなくなる

・もの忘れの自覚に乏しい

・日常生活に大きな支障がある　等

【材料　4人分】
さつまいも�…�300ｇ
豚バラ肉�……�150ｇ
なす�…………�2本
長ねぎ�………�1本
しょうが�……�10ｇ
みそ�…………�大さじ1

だし汁�…………�1/2カップ
炒め油�…………�大さじ2
砂糖�……………�大さじ１
酒�………………�大さじ１
しょうゆ�………�大さじ1.5
水溶き片栗粉�…�適宜

A

　毎食、主食、副菜、主菜をそろえて食べましょう。
　さらに、１日に牛乳と果物をとることがバランスの良い食
事の基本です。

主食
ごはん

主菜・副菜
さつまいもと豚肉の煮込み

副菜
ほうれん草のお浸し

■問合せ先　笛吹市地域包括支援センター　☎�055（261）1907

　
ご
自
身
の
体
力
の
現
状
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
体
力
測
定
を
実
施
し
、

気
軽
に
で
き
る
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
紹
介
を

行
い
ま
す
。

▼
日
時
　
10
月
8
日
（
土
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所

　
石
和
清
流
館
（
柔
道
場
・
剣
道
場
）

▼
内
容

○
体
力
測
定

　
握
力
、
上
体
起
こ
し
、
長
座
体
前
屈
等

○
軽
ス
ポ
ー
ツ

　
シ
ャ
ッ
フ
ル
ボ
ー
ド
、
ビ
ー
ン
ボ
ー

リ
ン
グ
、
輪
投
げ
等

■
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
8

　市民の皆さんにご協力いただいた平成23年度日本赤十字社社員（社費）募集活動の実績額は

12,727,100円（社員数14,550件）でした。ご協力、誠にありがとうございました。

　社費の全額は日本赤十字社山梨県支部へ送金され、国際赤十字活動、血液事業、医療事業、

救護体制の充実、赤十字ボランティア活動の充実、赤十字講習の普及、青少年赤十字の育成、

社員増強と広報活動の増進等の各種赤十字事業に充てられます。

　この内、平成23年度は2,555,710円が日赤笛吹市地区へ事務費・事業費交付金として交付さ

れます。

　笛吹市地区における交付金の使途については表のとおりです。

種　目

事務費
交付金

事業費
交付金

対象事業

社員募集活動に伴う
事務的経費

小計（Ａ）

災害救護費・血液事
業費

救急法等普及費

奉仕団費

青少年赤十字

広報活動

地域福祉活動費・
その他事務的経費

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

平成22年度
事業実績額

1,283,850円

1,283,850円

218,727円

0円

1,009,670円

10,000円

26,195円

23,536円

1,288,128円

2,571,978円

平成23年度
事業予算額

1,272,710円

1,272,710円

173,000円

10,000円

1,010,000円

30,000円

40,000円

20,000円

1,283,000円

2,555,710円

事業内容及び経費明細

・社員（社費）募集活動実施行政区、奉
仕団等への実費弁償費として交付

・青少年赤十字啓発活動費（保育園慰問、
ボランティアスクール開催等）

・笛吹市赤十字奉仕団事業活動助成金等（本団及び石
和・御坂・一宮・八代・境川・春日居・芦川各分団へ助成）

・災害時用備蓄資材等購入他

・各種救急法等の普及活動費

・赤十字広報活動費

・福祉活動費・事務消耗品代等

※平成22年度については実績報告、平成23年度については事業計画

■問合せ先　福祉総務課　福祉総務担当　☎�055（262）1271



　
未
就
学
児
の
親
子
ま
た
は
母
親
対
象

に
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
、
フ
ラ
フ
ー
プ
な

ど
を
使
っ
た
運
動
を
行
う
親
子
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
教
室
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ー

ン
を
使
っ
た
運
動
を
行
う
マ
マ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

親
子
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

▼
日
時
　
11
月
16
日
（
水
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
若
彦
路
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ

館
ア
リ
ー
ナ

マ
マ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

（
託
児
な
し
）

▼
日
時
　
12
月
21
日
（
水
）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所

若
彦
路
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
館

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

▼
定
員
　
親
子
20
組

▼
申
込
期
間
　
10
月
3
日（
月
）〜
28
日（
金
）

▼
申
込
方
法
　
E
メ
ー
ル
・
フ
ァ
ッ
ク

ス
・
電
話
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、

氏
名
（
親
子
）
・
住
所
・
電
話
番
号
を

お
伝
え
く
だ
さ
い
。（
片
方
の
み
の
申

込
可
）

E
メ
ー
ル

sp
o

rts-
sh

in
k

o
u

@
city

.fu
e
fu

k
i.lg

.jp

℻
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
0

※
申
込
が
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽

選
と
な
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
8

　
「
き
っ
ず
や
つ
し
ろ
」
は
未
就
学
児

を
子
育
て
中
の
母
親
及
び
親
子
対
象
の

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
後
期
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
対
象
　
母
親
（
託
児
付
き
）

　
定
員
　
15
名

▼
日
時
　
10
月
14
日（
金
）、
12
月
16
日（
金
）、

2
月
17
日
（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
未
就
学
児
親
子

定
員
20
組

▼
日
時
　
11
月
18
日（
金
）、
1
月
20
日（
金
）、

3
月
16
日
（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
持
ち
物
　
タ
オ
ル
　
飲
み
物
　
室
内

履
（
運
動
靴
）

▼
場
所

　
八
代
総
合
会
館
　
多
目
的
集
会
室

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
期
間
　
毎
月
1
日
か
ら
（
休
館

の
場
合
は
翌
日
）

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

※
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
「
き
っ
ず
や
つ
し
ろ
」

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
2
5
2

　
前
回
の
リ
ズ
ム
・
テ
コ
ン
ド
ー
教
室

の
好
評
を
受
け
、
清
流
館
に
て
規
模
を

拡
大
し
て
開
催
し
ま
す
。
親
子
で
体
を

動
か
し
、
汗
を
か
い
て
、
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
し
ま
せ
ん
か
。

　
初
め
て
の
方
、
興
味
の
あ
る
方
、
ぜ

ひ
一
度
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

1
歳
6
カ
月
〜
未
就
学
児
親
子

定
員
　
30
組

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

▼
日
時
　
10
月
20
日
（
木
）

受
付
　
午
前
10
時
15
分
か
ら

開
催
　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　
清
流
館
1
階

▼
講
師
　
渡
辺
�

光
美
先
生

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
期
間

　
9
月
20
日
（
火
）
か
ら

※
お
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
支
援
セ
ン
タ
ー
わ
か
ば
保
育
園

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
8
0

　
オ
イ
ル
を
使
っ
た
3
回
コ
ー
ス
の
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
親
子
の
き
ず
な
づ

く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

　
赤
ち
ゃ
ん
の
心
理
学
を
学
ぶ
時
間
や

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
も
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
　
生
後
2
カ
月
か
ら
ハ
イ
ハ
イ

前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
　
10
組

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

※
最
小
遂
行
組
数
　
3
組

▼
日
時
　
10
月
6
日
（
木
）・
13
日
（
木
）・

20
日
（
木
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　
つ
ど
い
の
広
場
ゆ
う
ゆ
う
ゆ

う
（
石
和
町
市
部
4
4
8
）

▼
講
師
　
N
P
O
法
人
国
際
ボ
ン
デ
ィ

ン
グ
協
会
認
定
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

▼
参
加
費
　
3
回
コ
ー
ス
3
0
0
0
円
（
心

理
学
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
付
音
楽
C
D

と
オ
イ
ル
1
本
付

き
）

■
持
ち
物
　
普
段
使

っ
て
い
る
バ
ス
タ

オ
ル
・
フ
ェ
イ
ス

タ
オ
ル
、
お
子
さ

ん
の
身
の
回
り
品

と
飲
み
物

■
申
込
・
問
合
せ
先

N
P
O
法
人
　

H
a
p
p
y
　

S
p
a
c
e

ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

�
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
0
2
1
8

　
市
は
「
生
活
支
援
員
」「
市
民
後
見
人
」

を
養
成
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
方
々
は
、
身
近
な
立
場
で
、

認
知
症
や
知
的
・
精
神
障
が
い
な
ど
で

ご
自
分
で
の
判
断
が
不
安
な
方
、
判
断

力
が
十
分
で
な
い
方
の
生
活
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
　
こ
の
活
動
に
関
心
が
あ
り
将

来
活
動
可
能
な
方

▼
日
時

○
基
礎
（
生
活
支
援
員
養
成
）
コ
ー
ス

11
月
2
日
（
水
）

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

○
専
門
（
市
民
後
見
人
養
成
）
コ
ー
ス

11
月
7
日
（
月
）

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

※
専
門
コ
ー
ス
は
基
礎
コ
ー
ス
と
併
せ

て
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　
2
階

展
示
室

▼
内
容
　
認
知
症
、
知
的
・
精
神
障
が

い
者
等
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
財
産
や
権

利
を
守
る
た
め
に
有
効
な
「
日
常
生

活
自
立
支
援
事
業
」「
成
年
後
見
制
度
」

の
理
解
を
深
め
ま
す
。

※
講
座
修
了
後
は
、
現
場
実
習
や
達
成

状
況
を
検
証
し
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
等
で
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

▼
定
員
　
30
名

▼
受
講
料
　
無
料

▼
申
込
方
法
　
10
月
31
日
（
月
）
ま
で
に

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
障
害
者
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ふ
え
ふ
き
」

☎
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
7
7

℻
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
6
9

　
健
康
を
考
え
た
「
心
も
身
体
も
う
れ

し
い
」
食
事
を
一
緒
に
作
り
ま
せ
ん
か
。

栄
養
士
の
先
生
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
に
お
住
ま
い
の
障
が
い
者
・

市
内
の
障
が
い
者
施
設
利
用
者

▼
日
時
　
第
1
回
　
10
月
19
日
（
水
）

　
　
　
第
2
回
　
11
月
9
日
（
水
）

と
も
に
午
前
10
時
か
ら
午
後
1
時
30

分
ま
で

▼
場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ

い
文
化
館
�
1
階
�

調
理
実
習
室

▼
講
師
　
川
上
�

陽
子
氏

▼
定
員
　
30
名

▼
参
加
費
　
3
0
0
円
以
内

▼
申
込
期
限
　
第
1
回
　
10
月
12
日
（
水
）

　
　
　
　
　
第
2
回
　
11
月
2
日
（
水
）

▼
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
に
お
住
ま
い
の
障
が
い
者
・

市
内
の
障
が
い
者
施
設
利
用
者

▼
日
時
　
11
月
2
日
（
水
）

�
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
45
分

▼
場
所
　
春
日
居
福
祉
会
館
　
2
階

�
集
会
室

▼
講
師
　
中
村
　
美
千
恵
氏

▼
内
容
　
歌
、
軽
体
操
、
手
遊
び
運
動

▼
定
員
　
30
名

▼
参
加
費
　
無
料

■
申
込
方
法
　
10
月
28
日
（
金
）
ま
で
に

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

市
社
会
福
祉
協
議
会
　
障
害
者
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ふ
え
ふ
き
」

☎
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
7
7

℻
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
6
9

　
家
庭
で
簡
単
に
作
れ
る
か
ぼ
ち
ゃ
料

理
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
未
就
学
児
親
子

15
組
（
託
児
付
き
）

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

▼
日
時
　
10
月
27
日
（
木
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所
　
八
代
総
合
会
館
�

調
理
室

▼
参
加
費
　
3
0
0
円

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ス

プ
ー
ン
、
フ
ォ
ー
ク
、
コ
ッ
プ
、
持

ち
帰
り
用
容
器
、
台
拭
き

※
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
「
き
っ
ず
や
つ
し
ろ
」

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
2
5
2

　
お
子
さ
ん
と
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
体
操

を
し
ま
し
ょ
う
。
保
護
者
の
皆
さ
ん
も

一
緒
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
・
定
員
　
1
歳
6
カ
月
〜
3
歳

未
満
の
乳
幼
児
親
子
　
15
組

▼
日
時
　
10
月
19
日
（
水
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
春
日
居
児
童
セ
ン
タ
ー

▼
講
師
　
河
野
　
水
伽
先
生
（
子
供
身

体
運
動
発
達
指
導
士
）

▼
持
ち
物
　
水
分
補
給
用
の
飲
み
物
、

ボ
ー
ル
（
20
㎝
く
ら
い
の
も
の
）

▼
申
込
方
法
　
事
前
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
春
日
居
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
3
（
2
6
）
2
8
6
6



地区 立

公

公

公

公

公

私

市外保育所（広域）　住所が石和町で市外の保育施設を希望する方

公

公

市外保育所（広域）　住所が春日居町で市外の保育施設を希望する方

私

私

私

私

私

市外保育所（広域）　住所が一宮町で市外の保育施設を希望する方

公

公

私

私

市外保育所（広域）　住所が八代町で市外の保育施設を希望する方

公

公

公

公

私

市外保育所（広域）　住所が御坂町で市外の保育施設を希望する方

私

市外保育所（広域）　住所が境川町で市外の保育施設を希望する方

公

市外保育所（広域）　住所が芦川町で市外の保育施設を希望する方

石和

春日居

一宮

八代

御坂

境川

芦川

施設名

石和第一保育所

石和第二保育所

石和第三保育所

石和第四保育所

石和第五保育所

わかば保育園

かすがい西保育所

かすがい東保育所

木の花保育園

都保育園

相興保育園

あさま保育園

一宮保育園

八代花鳥保育所

八代御所保育所

博愛保育園

八代保育園

御坂東保育所

御坂西保育所

御坂北保育所

御坂葵保育所

英保育園

境川保育園

芦川へき地保育所

所在地

石和町八田249

石和町四日市場2210

石和町中川330

石和町小石和　1

石和町松本181-1

石和町小石和601

春日居町熊野堂243-3

春日居町加茂311

一宮町一ノ宮1684

一宮町本都塚117

一宮町中尾949

一宮町金沢227－36

一宮町東原410

八代町竹居2127

八代町米倉37

八代町北1762

八代町南931

御坂町下黒駒2122

御坂町夏目原870

御坂町金川原380

御坂町大野寺667

御坂町成田692

境川町小黒坂1640－1

芦川町上芦川133－2

電話番号

055-262-2870

055-262-2668

055-262-2061

055-262-3313

055-262-2431

055-262-5737

0553-26-2359

0553-26-3283

0553-47-0901

0553-47-0415

0553-47-0623

0553-47-0099

0553-47-2548

055-265-2520

055-265-3475

055-265-2047

055-265-2205

055-264-2426

055-262-5842

055-263-0556

055-262-3208

055-263-1280

055-266-4132

055-298-2500

受付日時

○10月24日（月）・25日(火）
　午前8時30分～
　　　　　　午後5時30分

○10月26日(水）
　午前8時30分～午後7時

10月27日(木)・28日(金)
午前8時30分～
　　　　　午後5時30分

10月31日（月）、11月1日(火）
午前8時30分～
　　　　　午後5時30分

11月2日（水）・4日(金）
午前8時30分～
　　　　　午後5時30分

11月7日(月）・8日(火)
午前8時30分～
　　　　　午後5時30分

11月10日(木）・11日(金)
午前8時30分～午後5時30分

11月9日(水）
午前8時30分～午後5時30分

○10月28日(金)、11月2日
（水）・4日(金)･9日(水)

　午後5時30分～午後7時
○11月5日(土)
　午前8時30分～正午

受付場所

市役所
南館保育課

☎055-261-3355

市役所
南館保育課

☎055-261-3355

春日居支所
地域住民課

☎0553-26-3111

一宮支所住民課
☎0553-47-1111

八代支所住民課
☎055-265-2111

御坂支所住民課
☎055-262-2271

境川防災センター
☎055-266-2111

芦川支所��地域住民課
☎055-298-2111

各受付時間内に申し込みができない方は次の日時に保育課で受け
付けますのでご利用ください。

※各保育所(園）の受付日に来られない方は、日時・場所をお確かめのうえ都合の良い日程でお申し込みください。

平成24年度の保育所(園)入所(新規･継続)申込受付が始まります。

▼申込受付期間(新規･継続)　10月24日(月)～11月11日(金)

▼入所受付日程一覧

▼注意事項

○入所(園)要件に該当していないと入所できません。

○申込受付時に聞き取りをしますので、保護者または児童の家庭状況などがわかる方が、提出に来てく

ださい。

○入所案内に記載されている各種証明が必要となりますので、申込受付までに証明を受けておいてくだ

さい。

○書類不足の場合は受理できません。

○受付期間は厳守してください。申込書の審査・入所者の選考に遅れると状況によっては希望する保育

所(園)に入所できない場合があります。

※保育条件・定員などにより、希望する保育所(園)に入所できない場合もあります。

■問合せ先　保育課　☎�055(261)3355

任　意

予防接種名

ＢＣＧ

三種混合1期初回・追加（ジフ
テリア・百日咳・破傷風）

麻しん風しん混合�1期

二種混合�2期
（ジフテリア・破傷風）

日本脳炎1期

日本脳炎2期

通知発送対象児

平成23年７月生まれ

平成22年10月生まれ

平成12年10月生まれ

平成20年10月生まれ

平成23年８月生まれ
ヒブ

小児用肺炎球菌

御坂西小・御坂東小
芦川小・八代小・境川小

11月10日
（木）

10月6日
（木）

10月20日
（木）

石和南小・石和東小
石和北小・富士見小

石和西小・春日居小
一宮西小・一宮南小
一宮北小

順次、お知らせする
予定です。

　
父
親
が
変
わ
れ
ば
、
家
庭
が
変
わ
る
、

地
域
が
変
わ
る
、
企
業
が
変
わ
る
、
そ

し
て
社
会
が
変
わ
る
。
そ
ん
な
N
P
O

法
人
�

フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン

代
表
安
藤
哲
也
氏
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞

き
に
き
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
に
も
パ

パ
と
ん
か
ち
、
パ
パ
の
写
真
教
室
な
ど

の
分
科
会
も
併
催
し
ま
す
。

▼
対
象

　
12
歳
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
親
子

▼
日
時

　
11
月
6
日
（
日
）

▼
場
所

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

○
分
科
会
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

・
パ
パ
と
ん
か
ち
・
パ
パ
ク
ッ
キ
ン
グ

・
パ
パ
の
写
真
教
室
・
パ
パ
の
育
児
体

験
○
安
藤
哲
也
氏
講
演
会

�
午
後
3
時
30
分
〜
5
時

▼
定
員

�
○
分
科
会
　
各
25
名

�
○
講
演
会
　
1
0
0
組

▼
申
込
方
法
　

　
　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

:/
/

w
w

w
.fu

e
fu

k
ijc

.c
o

m
/

■
申
込
・
問
合
せ
先
　

�
（
社
）
笛
吹
青
年
会
議
所
　
月
岡
　

☎
0
8
0
（
4
2
9
3
）
3
9
3
8

E
メ
ー
ル

ik
u

m
e

n
.fu

e
fu

k
i@

g
m

a
il.c

o
m

℻
0
5
5
（
2
6
9
）
6
7
6
4

■問合せ先

　健康づくり課　母子保健担当　☎�055（261）1901

　平成24年４月に小学校へ入学する児童
（平成17年４月２日～平成18年４月１日
生まれ）の健康診断を行います。
　なお、入学予定小学校によって受付日
時が異なりますので、保護者にお送りし
た案内でご確認ください。
　まだ通知が届いていない場合や内容に
不明な点がある場合は、お問い合わせく
ださい。

▼健診日程

▼場所　スコレーセンター

ポリオ
1回目

2回目

平成23年2月1日～4月30日生まれ

平成22年7月16日～11月3日生まれ

■問合せ先　学校教育課　学務担当
　☎�055（261）3337

＊対象者には、後日予診票・契約医療機関等の詳しいお

知らせをします。接種時期等の内容をよく確認し契約

医療機関にて予防接種を受けてください。

＊他市町村より転入された方、予診票のない方、合併前

の予診票をお持ちの方は、健康づくり課までご連絡く

ださい。

＊今月はポリオ集団予防接種があります。対象者には詳

しいお知らせをします。なお、前回接種できなかった

方は、配布した「こどもの健康

カレンダー」を確認のうえ、健

康づくり課までお問い合わせく

ださい。



50ccナンバー

90ccナンバー

125ccナンバー

桃の整枝剪定＝昨年度、石和町
井戸地区内

▼
交
付
時
期
　
11
月
1
日
（
火
）
か
ら

▼
交
付
場
所
　
市
役
所
�

1
階
�

税
務
課

ま
た
は
各
支
所

▼
登
録
手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
新
規
登
録
　
販
売
証
明
書
ま
た
は
、

譲
渡
証
明
書
・
印
鑑

○
標
識
交
換
　
標
識
交
付
証
明
書
・
現

標
識
・
印
鑑

※
た
だ
し
、
代
理
の
場
合
は
委
任
状
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
既
に
登
録
し
て
あ
る
標
識
か
ら
の
交

換
も
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
別
途
自

賠
責
保
険
の
手
続
き
が
必
要
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
交
付
手
数
料
は
無
料
で
す
。

希
望
ナ
ン
バ
ー
募
集

▼
応
募
対
象
と
す
る
車
種
、
番
号
及
び

範
囲

①
総
排
気
量
　
50
㏄
以
下
　

　
白
色
地
「
A
…
1
」
〜
「
A
･
1
0
0
」

②
総
排
気
量
　
90
㏄
以
下

　
黄
色
地
「
B
…
1
」
〜
「
B
‥
50
」

③
総
排
気
量
　
1
2
5
㏄
以
下

　
桃
色
地
「
C
…
1
」
〜
「
C
‥
50
」

※
こ
の
範
囲
外
の
番
号
は
無
作
為
に
よ

り
交
付
さ
れ
ま
す
。

※
た
だ
し
、
末
尾
が
4
・
9
ま
た
は
42

な
ど
一
部
に
欠
番
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
間

　
10
月
13
日
（
木
）
〜
21
日
（
金
）

　
（
土
・
日
を
除
く
）

▼
応
募
方
法
　
所
有
者
が
、
運
転
免
許

証
を
持
参
（
本
人
確
認
用
）
の
上
、

税
務
課
ま
た
は
各
支
所
に
手
続
き
に

来
て
く
だ
さ
い
。
（
代
理
人
不
可
）

▼
応
募
条
件

○
11
月
8
日
（
火
）
か
ら
11
日
（
金
）
ま
で

に
、
市
役
所
税
務
課
窓
口
で
原
動
機

付
自
転
車
の
登
録
ま
た
は
交
換
手
続

き
が
で
き
る
方
。

○
一
人
一
台
の
み
と
し
、
希
望
ナ
ン
バ

ー
も
一
つ
と
し
ま
す
。

○
当
選
し
た
希
望
番
号
に
つ
い
て
の
権

利
を
他
の
人
に
譲
渡
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

○
希
望
番
号
が
重
複
し
た
場
合
に
は
対

象
者
立
会
い
の
も
と
抽
選
を
行
い
ま

す
。
（
11
月
9
日
（
水
）
を
予
定
）

▼
結
果
発
表

　
文
書
に
て
通
知
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
税
務
課
　
市
民
税
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
市
援
農
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
県

峡
東
地
域
普
及
セ

ン
タ
ー
職
員
な
ど

専
門
の
技
術
指
導

員
を
講
師
と
し
て

桃
・
ぶ
ど
う
・
柿
・

ス
モ
モ
の
果
樹
剪

定
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
で
果
樹
栽
培
技
術

の
習
得
に
意
欲
の
あ
る
方

▼
日
程
　
11
月
中
旬
か
ら
12
月
中
旬
の

う
ち
11
日
間

▼
費
用
　
無
料

▼
申
込
締
切
　
10
月
14
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
市
援
農
支
援
セ

ン
タ
ー
（
市
役
所
一
宮
支
所
1
階
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
6
1
3
0

　
市
で
は
、
「
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関

す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
必
要
最
小
限
度

の
「
農
業
振
興
地
域
の
農
用
地
区
域
」
（
農

振
青
地
）
か
ら
の
除
外
申
出
を
受
付
け
ま
す
。

▼
申
出
書
類
の
配
布
場
所
　
農
林
振
興
課

ま
た
は
各
支
所
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

▼
申
出
受
付
期
間
　
11
月
14
日
（
月
）
〜
25

日
（
金
）（
土
日
祝
日
を
除
く
）

▼
受
付
場
所
　
市
役
所�

2
階�

農
林
振
興
課

※
配
布
・
受
付
時
間
は
、
午
前
9
時
〜
午

後
5
時
（
正
午
〜
午
後
1
時
の
間
を
除
く
）

■
問
合
せ
先

　
農
林
振
興
課
�

農
産
推
進
担
当

�
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1
�

　
県
で
は
、
第
2
回
狩
猟
免
許
試
験
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
の
試
験
は
わ
な
猟
免
許

の
み
で
す
。

▼
日
程
　
平
成
24
年
1
月
25
日
（
水
）

▼
場
所
　
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
内
リ

バ
ー
ス
和
戸
館（
甲
府
市
川
田
町
5
1
7
）

▼
申
請
期
間
　
11
月
1
日（
火
）〜
30
日（
水
）

▼
申
請
書
提
出
先
　
東
山
梨
合
同
庁
舎

3
階
　
峡
東
林
務
環
境
事
務
所
　
森

づ
く
り
推
進
課
（
甲
州
市
塩
山
上
塩

後
1
2
3
9
│
1
）

※
第
1
回
試
験
（
狩
猟
免
許
全
種
類
）

は
す
で
に
終
了
し
ま
し
た
。
次
回
、

平
成
24
年
度
の
申
請
受
付
は
、
平
成

24
年
6
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
峡
東
林
務
環
境
事
務
所

森
づ
く
り
推
進
課

　
☎
0
5
5
3
（
2
0
）
2
7
2
1

　受益者負担金は、毎年４期に分け、５年間で納付することになります。全体の納付回数は、20回払
いとなります。
　なお、受益者負担金は、永久的に支払うものではなく、その土地に対して「１回限り」かかるもの
です。
例１）受益者負担金の合計が180,000円の場合（５年分を分割で納付）

｛受益者負担金額の合計―年度の第１期分納付額（途中から一括納付に切り替える場合は、過年度に
納付した金額も一緒に控除する）｝×報償率
※10円未満は切り捨て
例２）負担金の合計は180,000円で初年度に、５年分を一括納付する場合の報奨金額
　　　（180,000円－9,000円）×19.3％＝33,000円
例３）負担金の合計は180,000円で、初年度は分割、２年目から４年分を一括納付する場合の報奨金額
　　　（180,000円－9,000円－36,000円）×15.2％＝20,520円

決められた納期までに全額納めていただくと、その対象期間に応じて報奨金が交付されます。

5年度

9,000

9,000

9,000

9,000

36,000

区 　 分

第 1 期

第 2 期

第 3 期

第 4 期

合 　 計

納付月

6月

8月

10月

12月

初年度

9,000

9,000

9,000

9,000

36,000

2年度

9,000

9,000

9,000

9,000

36,000

3年度

9,000

9,000

9,000

9,000

36,000

4年度

9,000

9,000

9,000

9,000

36,000

計算式

報奨率 一括納付した年数

報償率

1年分

2.9％

5年分

19.3％

4年分

15.2％

3年分

11.1％

2年分

７％

　
現
在
、
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

（
以
降
受
益
者
負
担
金
）
を
分
割
で
お

支
払
い
の
方
は
、
分
割
納
付
か
ら
一
括

納
付
へ
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
分
割
納
付
の
場
合
、
年
4
回
支
払
い

で
報
奨
金
が
つ
き
ま
せ
ん
が
、
一
括
納

付
の
場
合
は
報
奨
金
が
つ
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
変
更
す
る
場
合
に
は
、
次

の
条
件
を
満
た
す
方
で
す
。

▼
変
更
で
き
る
方
の
条
件

○
過
年
分
の
未
納
が
な
い
方

　
来
年
度
以
降
に
一
括
納
付
を
希
望

す
る
場
合
、
過
去
に
未
納
が
な
い
（
今

年
度
分
を
含
む
）
方
に
限
り
ま
す
。

※
納
付
状
況
（
支
払
っ
て
あ
る
か
ど
う

か
）
な
ど
、
不
明
な
方
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
6
月
1
日
〜
14
日
ま
で
の
間
に
完
納

で
き
る
方

一
括
納
付
期
間
は
、
6
月
1
日
か
ら

14
日
ま
で
で
す
。
そ
れ
を
過
ぎ
る
と
、

分
割
納
付
扱
い
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

※
6
月
14
日
が
土
・
日
・
祝
祭
日
の
場

合
、
そ
の
日
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
直
近

の
営
業
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

▼
手
続
き
方
法

　
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、
氏
名
や
通
知
書
番
号
（
も

し
く
は
受
益
者
番
号
）
、
ま
た
過
去

の
納
付
状
況
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

受
益
者
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は

届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す

　
受
益
者
や
受
益
者
の
住
所
に
変
更
が

あ
っ
た
場
合
は
、
必
ず
届
け
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
届
け
出
が
な
い
場
合
、
通
知
が
届
か

な
い
、
新
受
益
者
が
支
払
う
事
に
な
っ

て
い
る
受
益
者
負
担
金
が
旧
受
益
者
に

か
か
る
な
ど
、
皆
さ
ん
に
迷
惑
が
か
か

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
な
お
、
届
け
出
書
は
下
水
道
課
お
よ

び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
取
得
で
き
ま

す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■問合せ先　下水道課　☎�0 5 5（ 2 6 1 ）3 3 4 7



　
東
京
地
方
税
理
士
会
甲
府
支
部
に
よ
る
、

相
続
税
、
所
得
税
及
び
法
人
税
等
の
税

金
無
料
相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
11
月
10
日
（
木
）

　
午
後
1
時
〜
4
時

▼
場
所
　
市
役
所
�

3
階
�

第
3
会
議
室

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
予
約
は
不

要
で
す
。

■
問
合
せ
先
　
東
京
地
方
税
理
士
会
　

甲
府
支
部
　
担
当
　
塩
谷

　
☎
0
5
5
（
2
3
3
）
1
3
1
8

　
登
記
や
戸
籍
、
年
金
、
介
護
・
福
祉
や

雇
用
、
賃
金
、
道
路
な
ど
、
私
た
ち
の
生

活
に
身
近
な
問
題
に
、
国
、
県
な
ど
の
担

当
者
や
、
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
行
政
書

士
、
税
理
士
な
ど
が
お
答
え
し
ま
す
。

▼
日
時
　
10
月
19
日
（
水
）

　
受
付
　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
3
時

▼
場
所
　
岡
島
ロ
ー
ヤ
ル
会
館
�

8
階
ゴ

ー
ル
ド
ル
ー
ム
（
甲
府
市
丸
の
内
1

│
21
│
15
�

岡
島
百
貨
店
8
階
）

※
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
、
予
約
不
要

■
問
合
せ
先

　
総
務
省
山
梨
行
政
評
価
事
務
所

　
☎
0
5
7
0
│
0
9
0
1
1
0

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
消
費
者
金
融
な
ど
複

数
の
金
融
業
者
か
ら
お
金
を
借
り
て
お

悩
み
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

※
こ
の
相
談
会
は
、
金
融
庁
の
多
重
債

務
問
題
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、

市
に
お
い
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

▼
日
時
　
10
月
19
日
（
水
）

　
受
付
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
�

2
階
�

会
議
室

▼
相
談
時
間
　
1
人
　
30
分
以
内

▼
相
談
員
　
網
倉
�

義
久
氏
（
司
法
書
士
）

▼
持
ち
物
　
借
入
先
や
借
入
金
額
、
収

入
等
が
わ
か
る
資
料

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
10
月
19
日
（
水
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所
　
市
役
所
�

南
館
�

3
階
�

大
会
議
室

■
問
合
せ
先
　
（
社
）
山
梨
県
宅
地
建
物

取
引
業
協
会
（
担
当
　
岡
）

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
6
3
8

▼相談内容・相談対応者
○専門家への相談�……………………�弁護士・司法書士
○相談員への相談
　心配ごと（福祉関係）相談�………�民生委員・児童委員
　人権相談�……………………………�人権擁護委員
　行政相談（行政機関について）�…�行政相談委員
　消費生活相談�………………………�消費生活相談員
※原則として、当日の相談員は同席の上、それぞれの専門分野からのアドバイスを行います。

できる限り事前にご予約ください。
予約数に空きがあれば当日でも受け付
けます。予約は、次の社会福祉協議会
本所・各地域事務所どちらでも結構です。

　毎日の暮らしの中での問題に関して
の相談に応じます。相談は無料で、相
談者の秘密は固く守られます。

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員・消費生活相談員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員・消費生活相談員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

司法書士・人権擁護委員・行政相談委員

弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・行政相談委員芦川町ふれあいプラザ

10月26日

11月22日

12月21日

10月20日

12月15日

11月16日

10月12日

12月14日

11月10日

10月4日

12月6日

11月2日

（水）

（火）

（水）

（木）

（木）

（水）

（水）

（水）

（木）

（火）

（火）

（水）

スコレーパリオ

御坂福祉センター

一宮福祉センター

八代福祉センター

坊ケ峯ふれあいセンター

春日居福祉会館

▼開設日程

開設場所 開�設�日 時　　間 相　談　員

午後1時30分
～3時30分

■問合せ先　　笛吹市社会福祉協議会　　　同　石和地域事務所　　　同　御坂地域事務所　　　同　一宮地域事務所
☎055（265）5182　　　　　�☎055（262）1267　　　　�☎055（263）0848　　　　�☎0553（47）2288

同　八代地域事務所　　　　同　境川地域事務所　　　同　春日居地域事務所　　同　芦川地域事務所
☎055（265）2240　　　　　�☎055（266）5911　　　　�☎0553（26）3667　　　　�☎055（298）2170

　
結
婚
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

○
10
月
7
日
（
金
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

　
春
日
居
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

○
10
月
16
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

　
春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

（
両
日
と
も
に
受
付
は
午
後
4
時
ま
で
）

※
初
回
の
相
談
に
は
、
予
約
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

※
継
続
し
た
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、

結
婚
相
談
所
へ
の
登
録
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
登
録
に
は
印
鑑
・
L
版
写

真
2
枚
・
独
身
証
明
書
・
身
分
証
明

書
の
写
し
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
他
市
町
主
催
の
出
会
い
パ
ー
テ
ィ
ー

情
報
を
市
民
活
動
・
地
域
づ
く
り
支

援
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

・
市
民
活
動
・
地
域
づ
く
り
支
援
サ
イ

ト
『
よ
っ
ち
ゃ
ば
る
ネ
ッ
ト
』

　h
ttp

s
:/

/
o

p
e

n
c
ity

.jp
/

fu
e

fu
k

i/

・
携
帯
サ
イ
ト

h
ttp

s
:/

/
o

p
e

n
c
ity

.jp
/

fu
e

fu
k

i/

m
o

b
ile

/
m

o
b

ile
.js

p

※
笛
吹
市
結
婚
相
談
員
は
、
電
話
で
相

談
所
登
録
者
以
外
の
方
に
結
婚
適
齢

者
の
情
報
を
聞
き
だ
す
こ
と
は
行
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
市
結

婚
相
談
員
を
装
う
電
話
が
あ
っ
て
も
、

情
報
を
提
供
し
な
い
よ
う
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
市
民
活
動
支
援
課

　
市
民
活
動
支
援
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

重
要
な
お
知
ら
せ
で
す

�
『
住
宅
用
火
災
警
報
器
』
は
、
消
防
法

の
改
正
に
よ
り
、
す
べ
て
の
住
宅
に
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
8
月
に
発
表
さ
れ
た
総
務
省
消
防
庁

の
推
計
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
市
内
の
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
普
及
率
は
、

42
・
4
％
と
停
滞
し
て
い
ま
す
。

　
火
災
は
、
人
の
油
断
す
る
気
持
ち
に

つ
け
こ
み
ま
す
。

　
ま
さ
か
、
う
ち
が
火
事
に
な
る
な
ん

て
…
と
、
防
火
意
識
が
ゆ
る
み
が
ち
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
…
?

　
建
物
火
災
に
よ
る
死
者
の
9
割
以
上
は
、

住
宅
火
災
の
死
者
で
あ
る
と
い
う
事
が

現
実
で
す
。

�
『
住
宅
用
火
災
警
報
器
』
は
、
火
災
の

早
期
発
見
に
と
て
も
有
効
で
す
。

　
か
け
が
え
の
な
い
尊
い
命
、
大
切
な

財
産
を
火
災
か
ら
守
り
、
安
心
し
て
暮

ら
す
た
め
に
1
日
も
早
く
『
住
宅
用
火

災
警
報
器
』
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
先

　
市
消
防
本
部
　
予
防
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
0
1
1
9

　
市
で
は
、
犯
罪
発
生
の
防
止
と
市
民

の
皆
さ
ん
の
治
安
の
向
上
を
目
的
に
、

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

設
置
場
所
は
多
く
の
人
が
行
き
来
し
、

犯
罪
発
生
の
防
止
効
果
が
高
い
と
思
わ

れ
る
石
和
温
泉
駅
（
南
口
）
、
石
和
温
泉

駅
前
通
り
周
辺
、
春
日
居
町
駅
の
3
箇

所
と
し
、
11
月
を
め
ど
に
設
置
を
し
ま
す
。

　
な
お
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
当
た

っ
て
は
、
「
笛
吹
市
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

及
び
運
用
に
関
す
る
要
綱
」
（
仮
称
）
を

制
定
し
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
個

人
情
報
を
適
切
に
管
理
し
て
い
き
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
4

京
浜
一
宮
会
　
様
（
東
京
都
武
蔵
野
市
）

【
ま
ち
づ
く
り
寄
付
金
】

御
坂
会
�

様
（
東
京
都
中
央
区
）

【
ま
ち
づ
く
り
寄
付
金
】



�
縁
に
穴
の
あ
る
不
思
議
な
土
器
は
、

踊
る
人
、
大
き
な
顔
な
ど
模
様
も
謎

だ
ら
け
。
そ
の
謎
に
せ
ま
り
ま
す
。

▼
開
催
期
間
　
10
月
22
日
（
土
）
〜

　
11
月
30
日
（
水
）

　
高
さ
約
20
㎝
程
の
土
器
を
作
り
ま
す
。

▼
日
時
�

10
月
23
日
（
日
）

　
小
学
生
の
部
�

午
前
9
時
〜
11
時

　
大
人
の
部
　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

▼
定
員
　
各
回
20
名
（
要
申
込
み
）

▼
材
料
費
　
3
0
0
円

　
縄
文
人
が
使
っ
た
編
み
方
を
モ
デ

ル
に
、
ク
ラ
フ
ト
ペ
ー
パ
ー
で
か
ご

（
高
さ
約
10
㎝
）
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
　
10
月
29
日
（
土
）
午
前
10
時
か
ら

▼
定
員
　
20
名
（
要
申
込
み
。
定
員

に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
）

▼
材
料
費
　
3
0
0
円

　
11
月
3
日
は
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

の
誕
生
日
。
こ
れ
を
記
念
し
て
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
3
日
（
木
）

▼
内
容
　
○
薄
茶
席
ふ
る
ま
い

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
（
先
着
１

０
０
名
分
）

○
土
偶
つ
く
り
　
午
後
1
時
〜
4
時

　
（
材
料
費
2
0
0
円
）

○
収
蔵
庫
特
別
公
開

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

　
南
ア
ル
プ
ス
市
ふ
る
さ
と
文
化
伝

承
館
、
県
立
考
古
博
物
館
を
訪
ね
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
12
日
（
土
）

　
集
合
　
午
前
9
時（
午
後
4
時
解
散
）

▼
定
員
　
20
名
（
要
申
込
み
）

※
申
込
受
付
は
10
月
10
日
か
ら

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
　
お
弁
当
、
飲
み
物
な
ど

※
小
学
3
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
地
元
の
小
学
生
の
み
な
さ
ん
が
描

い
た
作
品
を
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

▼
展
示
期
間

　
10
月
15
日
（
土
）
〜
11
月
30
日
（
水
）

■
開
館
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

○
休
館
日
　
火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日

（
土
・
日
除
く
）

■
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生
　
２
０
０
円

　
小
中
高
生
　
　
　
１
０
０
円

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）３
３
３
３

　8月13日、第40回山梨県子どもクラブ親睦球技大会が田富北小学校グラウンドと田富市
民体育館で開催されました。
　県内11市町から、ソフトボールの部（男子）に10チーム、ミニソフトバレーボールの
部（女子）に16チームが参加しました。
　地区大会・市大会を勝ち抜いて出場した笛吹市代表の３チームは、メンバー全員が力
を合わせ、優秀な成績を収めました。
○ソフトボールの部　　　　　　優　勝　中川（石和）
○ミニソフトバレーボールの部　優　勝　末木（一宮）
　　　　　　　　　　　　　　　準優勝　尾山（御坂）

■問合せ先　生涯学習課　青少年育成コーディネーター　☎�055（261）3339

中川（石和） 末木（一宮） 尾山（御坂）

　８月６日、笛吹市青少年育成推進協議会主催による「第

７回笛吹市子どもクラブ親善球技大会」が、いちのみや

桃の里ふれあいスポーツ公園で開催されました。石和・

御坂・一宮・八代・境川・春日居の６地区からソフトボー

ル７チーム、ミニソフトバレーボール11チームが参加

しました。親善大会とはいえ、どのチームも上位を目指

して熱戦を繰り広げ、子どもたちの笑顔が輝いた１日と

なりました。

　試合では「元気出していこう!」「優勝目指してがんばろう!」などと仲間同士で声を掛け合う

姿が見られ、チーム一丸となって戦っていました。球技大会は、仲間と助け合うことや思いや

りの大切さが学べる行事だと改めて感じました。参加チームは子どもの数の減少などで年々少

なくなっていますが、人とのつながり・絆が重要視されている今だからこそ、地域の子どもや

大人が交流を深めることができるこのような事業は必要なことだと思います。

　私たち青少年育成コーディネーターは、これからも青少年の健全育成のための事業や、人と

人との絆が深められるような事業を提供していきたいと考えています。

〈笛吹市子どもクラブ親善球技大会〉

　◎ソフトボールの部　　　　　◎ミニソフトバレーボールの部

　　優　勝　中川（石和）　　　　優　勝　末木（一宮）

　　準優勝　唐柏（石和）　　　　準優勝　尾山（御坂）

　　３　位　二之宮（御坂）　　　３　位　井戸（石和）

　　　　　　中尾（一宮）　　　　　　　　春日居

平成23年8月2日

〃

〃

〃

〃

平成23年8月9日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平成23年8月9日※

平成23年8月9日※

平成23年8月9日※

平成23年8月23日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平成23年8月23日※

平成23年8月23日※

平成23年8月23日※

（金額は税抜き価格です）

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

市内地下水水質検査55箇所

芦川町上芦川

石和町松本、春日居町別田

石和町中川

石和町広瀬

笛吹市役所

境川町藤垈（消防団境川分団第9部）

一宮町新巻（消防団一宮分団第13部）

一宮町石（消防団一宮分団第21部）

市内

石和町

石和町小石和

石和町砂原・井戸、八代町増利

石和町四日市場

石和町四日市場

石和町東高橋

境川町小黒坂

境川町小黒坂

境川町小黒坂

石和町下平井

石和町

芦川町上芦川

御坂町尾山

御坂町井之上

芦川町上芦川

八代町竹居

御坂町上黒駒

石和町・春日居町

春日居町国府

八代町竹居

一宮町塩田

一宮町竹原田

石和町八田・川中島

¥1,000,000

¥4,900,000

¥25,600,000

¥9,400,000

¥18,000,000

¥759,000

¥14,000,000

¥12,000,000

¥7,200,000

¥25,000,000

¥5,600,000

¥1,200,000

¥33,000,000

¥4,400,000

¥17,000,000

¥22,000,000

¥9,300,000

¥12,000,000

¥14,000,000

¥3,700,000

¥4,300,000

¥1,900,000

¥6,200,000

¥6,300,000

¥1,200,000

¥6,000,000

¥3,900,000

¥8,400,000

¥10,000,000

¥11,800,000

¥33,200,000

¥64,000,000

¥55,000,000

（株）メイキョー

笛吹測量（株）

日本電子サービス（株）笛吹営業所

（株）上野建工

友愛工業（株）

東八防災（株）

東八防災（株）

東八防災（株）

東八防災（株）

（社）日本有機資源協会

（株）日本水道設計社甲府営業所

佐野建築設計事務所

（株）カワイ

（有）中村住電設備

風間興業（株）

矢崎興業（株）

石原設備

（有）ツチヤ設備

（有）浅川住宅設備

NECネッツエスアイ（株）甲府営業所

（株）三水コンサルタント山梨事務所

（株）カワイ

笛吹測量（株）

（株）サンウッド

（有）住まいの高野

甲信商事（株）甲府支店

（株）MUKAI

（株）小越建設

（株）日工建設

矢崎興業（株）

友愛工業（株）

（株）飯塚工業

（株）栗田工業

平成23年度笛吹市内地下水水質検査業務委託

芦川交流施設整備測量設計業務委託

防犯カメラ設置工事

石和第三保育所浄化槽更新工事

市道1-5号線（旧石和5号線）道路改良工事

災害用・消防用無線機購入

ポンプ車購入

小型動力ポンプ積載水槽車購入

小型動力ポンプ付積載車購入

笛吹市バイオマスセンター建設事業アドバイザリー業務

配水管布設実施設計業務（石和地区）

石和中学校改修計画コンサルタント業務委託

市道1-13号線（石和13号線）用地・補償調査業務委託

石和第二保育所電気設備改修工事

石和第二保育所第1期改修工事

市道1242・1245号線（旧石和227・280号線）道路改良工事

送水管布設工事（境川1工区）

送水管布設工事（境川2工区）

送配水管布設工事（境川3工区）

ネットワーク機器購入

下水道関連配水管布設替実施設計業務委託（石和地区）

上芦川原風景復活保存基本調査委託

尾山地内農道改良測量設計用地調査業務委託

井之上地内農道改良測量設計用地調査業務委託

笛吹市芦川若者定住促進住宅修繕工事

大舟浄水場取水口改修工事

市道2071号線舗装工事

農業用施設緊急補修業務委託（4工区）

国府地内水路改修工事

下水道管渠布設工事第5工区（八代）

下水道管渠布設工事第4工区（一宮）

竹原田農道改良工事

市道1-5号線（旧石和16号線）道路改良工事

¥440,000

¥3,330,000

¥19,200,000

¥6,890,000

¥12,020,000

¥519,400

¥13,900,000

¥11,900,000

¥7,100,000

¥13,680,000

¥2,676,000

¥1,080,000

¥30,600,000

¥4,090,000

¥14,400,000

¥15,380,000

¥8,750,000

¥11,190,000

¥12,740,000

¥2,220,000

¥1,845,000

¥1,340,000

¥4,180,000

¥4,200,000

¥970,000

¥5,560,000

¥3,710,000

¥6,130,000

¥6,667,000

¥8,580,000

¥23,570,000

¥53,000,000

¥46,690,000

※総合評価
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7月3日（日）
10月2日（日）

7月3日（日）
9日（日）

16日（日）

23日（日）

30日（日）

日にち

川中島

地　区

四日市場

川中島区資源物収集広場

場　　所

帝京大学文化財研究所駐車場

窪中島

東高橋

窪中島区公民館南側

東高橋区集積所（東高橋郵便局前）

上平井

井　戸

上平井集落センター（公民館）

公民館ふれあい広場（公民館西）

今　井 環境整備事業用地

時　　間

午前７時～９時

午前７時～８時30分

午前８時～９時

午前７時～８時

午前８時～９時

午前７時～８時30分

　市内各地区の資源物回収会場で廃食油・賞味期限切れの油を回収します。廃食油はバイオディー

ゼル燃料になり、ごみ収集車などに利用されます。10月は石和地区で実施しますので、ご家庭に廃

食油があれば、ペットボトルなどの透明な容器に入れてお持ちください。

　なお、下記の地区以外の方もご利用いただけます。

▼日時・場所

▼回収する油の種類

　植物油　植物油（菜種、大豆、コーン、べに花、ごま、ひまわりなど）

○鉱物油、牛・豚脂、パームなどの油は回収しません。

○天かすなどは取り除いてください。

○廃食油回収後、容器はお持ち帰りいただきます。

○お店などの事業に伴う廃食油は回収しません。

　家庭から排出される生ごみの減量の取り組みとして、家庭用生ごみ処理機の購入者に補助金を交

付しています。

　生ごみ処理機、コンポスター、EM処理機には購入費の半分の金額の補助金が支払われます。生ご

み処理機は１台、コンポスター、EM処理機は２台までです。

　ただし、次の額を限度とします。

○生ごみ処理機　�：　2万5,000円

○コンポスター�　：　5,000円

○ＥＭ処理機�　　：　1,000円

　家庭で生ごみを堆肥化する導入セット（ダンボール箱、土壌改良材など）を無償で

提供します。

　なお、冬季は気温が低く発酵が進まないため、募集期間を10月末までとさせていた

だきます。　

　
「
地
面
に
穴
を
掘
っ
て
の
焼
却
」
・

「
ド
ラ
ム
缶
や
ブ
ロ
ッ
ク
で
囲
む
等

の
簡
易
的
な
焼
却
施
設
で
の
焼
却
」
は
、

野
焼
き
と
同
様
に
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
違
反
し
た
場
合
、
懲
役

ま
た
は
罰
金
な
ど
で
処
罰
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
、
生
活
環
境

に
支
障
の
な
い
範
囲
で
例
外
と
し
て

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
農
業
・
林
業
を
営
む
た
め
や
む
を

得
な
い
剪
定
枝
の
焼
却

○
ど
ん
ど
焼
き
等
の
地
域
行
事
に
伴

う
焼
却

○
小
規
模
な
落
ち
葉
の
た
き
火
な
ど

　
こ
れ
ら
の
場
合
で
も
、
煙
・
臭
い
・

灰
な
ど
が
近
隣
の
迷
惑
に
な
ら
な
い

よ
う
風
向
き
や
時
間
帯
な
ど
を
考
慮
し
、

近
隣
の
方
へ
事
前
に
声
を
か
け
て
か

ら
焼
却
す
る
等
の
配
慮
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
ま
た
、
家
庭
ご
み
に
つ
い
て
は
、

焼
却
せ
ず
、
分
別
し
て
ご
み
収
集
日

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
タ
イ
ヤ
や
ビ

ニ
ー
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
な
ど
は
、

黒
煙
や
悪
臭
が
発
生
し
ま
す
の
で
絶

対
に
焼
却
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
犬
の
散
歩
時
の
フ
ン
が
そ
の
ま
ま

放
置
さ
れ
て
い
る
と
の
苦
情
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
犬
の
散
歩
時
は
、

フ
ン
を
持
ち
帰
る
、
お
し
っ
こ
の
場

所
に
気
を
付
け
る
、
リ
ー
ド
を
つ
け

る
な
ど
、
マ
ナ
ー
に
も
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

　
犬
は
寒
さ
に
強
い
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

冬
場
の
寒
さ
は
や
は
り
こ
た
え
ま
す
。

　
犬
小
屋
の
中
に
毛
布
な
ど
を
敷
い

た
り
、
夜
間
は
玄
関
に
入
れ
て
あ
げ

た
り
す
る
な
ど
、
冬
場
の
寒
さ
を
し

の
ぐ
工
夫
を
し
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　廃食油でエコキャンドルを作りませんか。リサイクルの推進を目指して、クリーンネット笛吹協

業組合との協働でエコキャンドル作りを開催します。

▼日時　10月15日（土）午前９時～11時

▼場所　クリーンネット笛吹協業組合事務所（石和町小石和2620-2）☎�0 5 5（ 2 6 3 ）0 3 0 0

▼定員　先着10人（低学年児童は保護者同伴、高学年児童は単独参加も可）

▼持ち物　○キャンドル型になる物（牛乳パック、ジャムのビン等）

　　　　　○廃食油や賞味期限切れの油（あればお持ちください）

　　　　　○不要になったクレヨン（色付け用。あればお持ちください）

▼申込締切　10月13日（木）　※定員になり次第締め切ります。

■申込・問合せ先　ごみ減量課　☎�0 5 5（ 2 6 1 ）2 0 4 4

第1回エコキャンドル作りエコキャンドル例



腕を競う参加者

お茶と薬の飲み合わせの実験

　
8
月
10
日
、
小
・
中
学
生
将
棋

大
会
が
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
52
名
で
、
小
学
校
低

学
年
、
高
学
年
、
中
学
生
、
女
子

の
4
つ
の
部
門
に
分
か
れ
て
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
ち
び
っ
こ
名
人
た
ち
が
多
数
参

加
し
、
夏
休
み
の
ひ
と
と
き
、
自

慢
の
腕
を
お
互
い
に
競
い
合
い
ま

し
た
。

ペットボトルを使用した
エコライトづくり

　
8
月
18
日
、
御
坂
児
童
セ
ン
タ

ー
は
、
小
学
生
を
対
象
に
太
陽
光

エ
コ
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
児
童
セ
ン
タ
ー
の
指

導
員
が
講
師
を
務
め
、
30
名
の
小

学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

太
陽
光
で
発
電
し
て
光
る
エ
コ
ラ

イ
ト
づ
く
り
を
通
じ
て
、
太
陽
光

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
身
近
な
内
容

を
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

　
な
お
、
御
坂
児
童
セ
ン
タ
ー
に
は
、

市
と
「
独
立
行
政
法
人
　
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機

構
（
N
E
D
O
）
」
の
共
同
研
究
に

よ
り
、
太
陽
光
発
電
設
備
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
の
一
年
間
で
1
万

5
1
7
k
w
h
（
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
）

の
発
電
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

一
般
家
庭
の
約
3
年
間
分
の
消
費

電
気
量
に
相
当
し
ま
す
。

網戸の立て付けの調整＝一宮北小学校

　
8
月
18
日
、
市
商
工
会
一
宮
町

建
築
技
能
部
会
は
、
一
宮
地
区
内

の
小
・
中
学
校
と
同
地
内
の
独
居

老
人
宅
で
軽
微
な
修
繕
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　
学
校
で
は
、
ウ
サ
ギ
小
屋
の
網

や
校
舎
の
床
材
が
は
が
れ
た
部
分

の
補
修
な
ど
、
全
部
で
24
カ
所
が

修
繕
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
参
加
し
た
同
部
会
の
22
名
は
、

4
つ
の
小
・
中
学
校
と
19
軒
の
独

居
老
人
宅
を
、
暑
さ
が
厳
し
い
中
、

1
日
を
か
け
て
活
動
し
ま
し
た
。

「夏野菜のかき揚げ」をほうばる園児＝8月12日、石和第一保育所

表彰される参加者

　
7
月
か
ら
8
月
に
か
け
て
の
5

日
間
に
、
市
立
保
育
所
（
10
園
）

は
、
節
電
対
策
で
取
り
組
ん
で
い

る
緑
の
カ
ー
テ
ン
で
育
っ
た
ゴ
ー

ヤ
や
地
域
の
特
産
品
で
あ
る
桃
を

使
っ
た
ピ
ー
チ
カ
レ
ー
を
給
食
の

献
立
に
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　
苦
味
の
強
い
ゴ
ー
ヤ
は
、
園
児

の
口
に
合
う
よ
う
に
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
の
カ
ク
テ
ル
煮
、
カ
レ
ー
、

か
き
揚
げ
、
夏
野
菜
チ
ッ
プ
に
仕

立
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
8
月
31
日
、
石
和
町
中
川
区
公

民
館
に
お
い
て
、
中
川
区
婦
人
部

の
方
々
（
42
名
）
と
市
長
に
よ
る

市
民
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
市
民
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
市

民
と
市
長
が
、
現
状
の
課
題
や
理
想

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
意
見
を

交
換
す
る
こ
と
で
、
開
か
れ
た
行
政

の
実
現
と
市
民
と
行
政
と
の
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
地
域
の
安
全
、
ご
み

の
減
量
、
学
童
保
育
、
高
齢
化
に

関
す
る
こ
と
の
ほ
か
、
多
機
能
ア

リ
ー
ナ
や
バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー

建
設
な
ど
市
政
全
般
に
つ
い
て
意

見
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

サツマイモの生育を観察する
御坂北保育所園児

　
8
月
7
日
、
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ

に
お
い
て
笛
吹
市
薬
剤
師
会
に
よ

る
薬
剤
師
の
仕
事
に
つ
い
て
の
紹

介
や
薬
の
正
し
い
飲
み
方
を
啓
発

す
る
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨

年
に
引
き
続
い
て
開
催
さ
れ
た
こ

の
教
室
に
市
内
の
小
学
生
22
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
手
洗
い
を
行
な
っ

た
直
後
に
洗
い
残
し
が
確
認
で
き

る
機
器
を
使
用
し
た
手
洗
い
実
践

や
、
薬
を
お
茶
に
入
れ
た
場
合
に
、

そ
の
性
質
が
変
化
し
て
し
ま
う
様

子
が
、
視
覚
的
に
分
か
る
実
験
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
8
月
23
日
、
一
宮
町
文
化
協
会

書
道
部
・
蜂
城
天
神
社
主
催
に
よ

る
「
第
41
回
蜂
城
山
書
道
展
」
入

賞
者
の
表
彰
が
、
浅
間
神
社
で
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
応
募
さ
れ
た
「
林
」「
草
原
」

な
ど
の
7
0
3
点
の
作
品
は
、
8

月
24
日
に
天
神
社
へ
奉
納
さ
れ
ま

し
た
。

　
上
位
入
賞
者
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。
（
敬
称
略
）

　
8
月
8

日
、
芦
川

町
上
芦
川

地
区
の
モ

デ
ル
ほ
場

に
お
い
て
、

御
坂
北
保

育
所
の
園

児
が
6
月

に
植
え
付

け
た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
観
察
会
を
行

い
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
市
内
の
園
児
に

芦
川
町
の
緑
豊
か
な
自
然
環
境
の

中
で
、
土
に
親
し
み
作
物
を
育
て
、

心
の
豊
か
さ
を
実
感
す
る
こ
と
と

併
せ
、
農
山
村
の
素
晴
ら
し
さ
を

感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
平
成
21
年

度
よ
り
市
内
の
保
育
所
を
対
象
に

実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
真
夏
日
の
汗
ば
む
陽

気
で
し
た
が
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、
「
す
ご
く
大

き
く
な
っ
た
ね
」
「
こ
れ
か
ら
も
元

気
に
育
っ
て
欲
し
い
ね
」
な
ど
の

賑
や
か
な
歓
声
が
聞
こ
え
て
き
ま

し
た
。
今
後
は
10
月
中
旬
に
収
穫

を
行
う
予
定
で
す
。

●天神社大賞
　一宮西小６年　河野光乃里
●浅間神社賞
　一宮中３年　　岩間　諒也
●山梨日日新聞社賞
　北都塚　一般　中村　華翔
●山梨放送賞
　一宮中１年　　岩間　未来
●香雲賞
　一宮中２年　　中山　直樹
●特別推薦
　一宮北小３年　丸山　さき
●特別推薦
　一宮西小５年　小池　伊吹

意見交換する中川区婦人部の
方々と荻野市長



●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

10
月
１
日（
土
）・
８
日（
土
）・
15
日（
土
）・

22
日（
土
）・
29
日（
土
）

午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分

午
後
の
部
　
２
時
〜
2
時
30
分

毎
週
土
曜
日
２
回
開
催

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

10
月
６
日（
木
）
午
前
11
時
か
ら

●
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

10
月
20
日（
木
）
午
前
11
時
か
ら

2
階
視
聴
覚
ホ
ー
ル

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

10
月
13
日（
木
）・
27
日（
木
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
楽
蔵
お
は
な
し
会

　（
お
話
・
工
作
・
映
画
会
）
　

10
月
１
日（
土
）
午
後
2
時
〜
３
時

●
大
人
の
た
め
の
星
空
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ（
大

人
限
定
イ
ベ
ン
ト
・
定
員
30
名
、要
申
込
）

10
月
４
日（
火
）午
後
７
時
〜
８
時
30
分

※
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
に
な
り
ま
す
。

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

10
月
11
日（
火
）・
25
日（
火
）

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

（
こ
の
日
以
外
に
も
要
望
が
あ
れ
ば

本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
）

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム

　（
大
人
の
た
め
の
癒
し
の
時
間
）★

10
月
21
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
お
は
な
し
会

10
月
29
日（
土
）
午
後
2
時
か
ら

視
聴
覚
室

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル

　
〜
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
お
は
な
し
会
〜

10
月
２
日（
日
）・
９
日（
日
）・
23
日（
日
）・

30
日（
日
）
午
後
２
時
か
ら

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご

　
10
月
５
日（
水
）
午
前
11
時
か
ら

●
プ
レ
マ
マ
　
〜
マ
タ
ニ
テ
ィ
支
援
〜

10
月
14
日（
金
）・
28
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　
10
月
８
日（
土
）
午
後
２
時
か
ら

●
お
は
な
し
の
ぶ
ら
ん
こ

10
月
16
日（
日
）
午
後
２
時
か
ら

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン

10
月
19
日（
水
）
午
前
11
時
か
ら

●
エ
ン
ジ
ョ
イ�

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ�

ハ

ロ
ウ
ィ
ン

10
月
１
日（
土
）・
８
日（
土
）・
15
日（
土
）・

22
日（
土
）・
29
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

※
10
月
は
通
常
の
『
え
ほ
ん
で
G
o
！
』

『
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会
』
は
『
エ
ン
ジ

ョ
イ
　
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
　
ハ
ロ
ウ

ィ
ン
』に
変
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
あ
か
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

10
月
５
日（
水
）・
12
日（
水
）・
19
日（
水
）・

26
日（
水
）
午
前
11
時
か
ら
�

●
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
さ
か
い
が
わ
（
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会
）

10
月
１
日（
土
）
午
後
２
時
か
ら

（
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
）

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
も
も

　（
乳
幼
児
向
け
）

10
月
４
日（
火
）・
25
日（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
前
11
時

●
お
り
が
み
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
！

　（
小
学
生
向
け
）

10
月
８
日（
土
）午
前
10
時
30
分
か
ら

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

10
月
15
日
（
土
）午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
さ
く
ら
ん
ぼ

10
月
22
日（
土
）
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

＊
電
力
不
足
に
と
も
な
い
、
閉
館
時
間
が
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も
た
ち

だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・
公
民
館
ま
つ
り
・

老
人
ホ
ー
ム
・
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
施
設
・
病

院
な
ど
に
出
向
き
、
年
配
の
方
々
に
も
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
要
望
が
あ

れ
ば
随
時
出
前
お
は
な
し
会
を
行
い
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け
に
な

り
た
い
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

石
和
図
書
館
（
担
当
�

雨
宮
）

☎
0
5
5（
2
6
2
）
5
9
5
9

℡
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
８
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５
３（
４
７
）５
２
２
０

平
日（
火
・
木
）／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

平
日（
水
・
金
）･

土･

日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４

平
日
・
土
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５
３（
２
６
）２
２
８
３

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３

平
日
・
土
・
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
３
）０
３
６
３

月
・
火
・
木
・
金
／
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
石
和
図
書
館

３
日
（
月
）・
11
日
（
火
）・
17
日
（
月
）・

24
日
（
月
）・
31
日
（
月
）

◆
御
坂
図
書
館

５
日
（
水
）・
12
日
（
水
）・
15
日
（
土
）
※

学
び
の
杜
電
気
点
検
の
た
め
休
館
・

19
日
（
水
）・
26
日
（
水
）・
31
日
（
月
）

◆
一
宮
図
書
館

３
日
（
月
）・
10
日
（
月
）・
17
日
（
月
）・

24
日
（
月
）・
31
日
（
月
）

◆
八
代
図
書
館

３
日
（
月
）・
10
日
（
月
）・
17
日
（
月
）・

24
日
（
月
）・
31
日
（
月
）

◆
境
川
図
書
室

２
日
（
日
）・
９
日
（
日
）・
10
日
（
月
）・

16
日
（
日
）・
23
日
（
日
）・
30
日
（
日
）

◆
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

３
日
（
月
）・
11
日
（
火
）・
17
日
（
月
）・

24
日
（
月
）・
31
日
（
月
）

“トリック　オア　トリート！”
　市立図書館ではおはなし会やゲームなど楽し
い企画を用意してお待ちしています！
　図書館でハロウィンを楽しもう♪�

（詳しくは図書館インフォメーションをご覧く
ださい）

【石和図書館】「ハロウィンパーティー」

【一宮図書館】「リサ＆ガスパールハロウィンおはなし会」

【御坂図書館】「ハロウィンおはなし会」

【春日居ふるさと図書館】「おりがみでハロウィン！」

【八代図書館】「エンジョイ��イングリッシュ��ハロウィン」

【境川図書室】「ハロウィンさかいがわ」

　市立図書館では、図書の汚損・破損等の理由により貸出し
に耐えないと判断された本や、月日が経過し館内貸出しには
そぐわない本を一時閉架とし、各種団体等集団貸出しとして
利用します。
　そうした後にブックリサイクルを行い、皆さんに還元して
います。また、ブックリサイクルでの収益金は、新刊等の購
入に充てられています。
▼日時　10月30日（日）午前9時～午後3時
▼場所　八代図書館ロビー
※年間をとおして、各館をまわっています。広報ふえふき、

チラシ等で日程をご確認ください。



　
綿
が
し
・
か
き
氷
・
ヨ
ー
ヨ
ー
す
く
い
な
ど
の
屋
台
が

立
ち
並
ん
だ
ほ
か
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
の
催
し
、
地

域
の
伝
統
を
継
承
し
た
盆
踊
り
な
ど
が
に
ぎ
や
か
に
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
地
元
の
人
た
ち
の
熱
い
思
い
が
込
め
ら
れ
た
祭
り
の
風

景
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



■問合せ先　笛吹警察署　警備課　☎�055（262）0110

　大規模災害が発生した際は、自らが家族の安否を確認し、家族

の無事を周囲に知らせることが、一刻を争う救助活動に欠かせず、

多くの人命を救うことにつながります。

�その一つの方法として

　家族の安否を確認し、無事の場合には「白色タオル」を玄関先

の見やすい場所に掲示してください。

　そうすることで警察や消防などの救助隊も住民の安否確認が速

やかにでき、救出救助活動が必要な災害現場へ最大限の力を投入することができます。

※「白色タオル」や「手拭い」などであれば、どの家にもあると思います。また、知らせたい

情報があれば記入しておくこともできます。

　例えば「○○避難所に家族で避難している」など。

※自主防災組織でも、より多くの住民が同

じ意識を持っていただくよう、防災訓練

などで「白色タオル」を使った安否確認

を行いましょう。
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